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ThispaperaimstocompileandevaluatetheinformationonthepopulationofSoutheast
AsiaintheMid-nineteenthcenturyappearingintheJournaloftheIndianATIChipellagO
andEastemAsia,whichwaspublishedfrom 1847to1860inSingapore.Thejournal
containsconsiderablenumbersofpopulationfiguresforthepre-censusperiod,reflecting
thepeople'sandtheeditor'sinterestsinthegeneralsituationsuroundingSingaporein
thisperiod.TheinformationonpopulationcoversSumatra,theMalayPeninsula,the
StraitsSettlements,Java,Bali,Lombok,Sulawesi,Borneo,andotherpartsofinsular
SoutheastAsia.

ThegeneraltendencyofthepopulationcountsofinsularSoutheastAsiainthis
periodbytheEuropeansistowardunderestimation. Thisisespeciallytrueforthe
inlandareasofthelargerislands,whichwereremotefrom theEuropeansphereof
influence.Populationsofthesmallislandslocatedoncommercialroutesarereported
relativelyaccuratelyorevenoverestimated.PopulationsoftheEuropeansettlements
aresometimesoverestimatedandtheirgrowthratestendstobeexaggerated.Under-
estimationofnativepopulationsbytheEuropeansistobeexpected,butdespitethisbias
itisclearthatthepopulationdensityininsularSoutheastAsiawassmallenoughto
attractplantersandsettlers.

Ⅰ は じ め に

東南アジアは,中国 ･インドという巨大な人口を擁する地域に挟まれて,その相対的な人口

希薄さによって特徴づけられる｡島峡部東南アジアでは,ジャワ島,バリ島,およびスマトラ

島の一部を除いてこの人口希薄がとりわけ著しい｡このような小人口状態はこの地域の社会編

･本稿は文部省科学研究費補助金重点領域研究 ｢総合的地域研究の手法確立｣AO2班 ｢地域性の形成
論理｣の研究成果の一部である｡

… 京都大学東南アジア研究センター;TheCenterforSoutheastAsianStudies,KyotoUniversity
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成に大きな影響を与えたが,それでは実際に,どれくらいの人口がこの地域に分布していたか

を示すことは意外に難しい｡土着の支配者によって住民数が公表されることは,まずなかった

からである｡中国系の資料による情報は重要ではあるが,現在のところ補足的に利用できるに

過ぎない｡ヨーロッパ人がこの地域に強い関わりを持つようになってはじめて,人口に関する

情報量が飛躍的に増大した｡それは19世紀のことであるが, この時点でも,情報はまだ断片

的である. 本稿では, 19世紀中葉に出版されたJoumaloftheIndianArlChiberlagOand

EastemAsid(以下,PAと略称する)を取り上げて,そこに掲載された人口に関する情報を

整理することを試みる｡ この雑誌は1847年から1860年にかけて,英人Loganを中心に編集

発行されたいわば当時の英領植民地における情報誌で,新聞で報道される貿易 ･政治関係の記

事に満足せず,歴史,地理,言語,文学,民族誌等に焦点をあてて編集されている｡取り上げ

られた地域は,蒸気船によるコミュニケーションの確立を背景に,海峡植民地およびマレー半

島のほかに,スマトラ,ジャワ,ボルネオ,スラウェシ,フィリピン,マルク,バリ等を含ん

でいる｡

ⅠISt.Johnの東インド諸島人口推計

PAに掲載されている最も包括的な人口推定は,東インド諸島 (ただしボルネオおよびスラ

ウェシを除く)に関して, SpenserSt.Johnが行なっているものである｡1849年時点で,

18,436,622人の人口数が提示されている [St.John1849]｡PAの編集者Loganは, St.John
の数値が高すぎるという感触を示しており,随所に注記を加えている｡ここではまず,St.

Johnの数値とその依拠した文献などを示しながら全体像を把捉することを試みよう｡ 彼の人

口推計は, (1)マレー半島および海峡植民地,(2)スマトラおよび属島,(3)ジャワおよ

びその他のインドネシアの諸島に分けて示されている｡

マレー半島および海峡植民地の人口に関して, St.Johnは,1839年に出版されたNewbold

の数値 [Newbold1839:418-419]に依拠しつつ,若干の修正を加えて,表 1のような数値

を示している｡1)海峡植民地のうちペナン (プロビンスウェルズレイを含む)とマラカに関し

ては, St.Johnの数値はセンサス値と増加率との組合せによる推計である｡ ペナンについて

は,1828年の60,551人と1833年の85,275人を念頭において1848年の168,596人が計算され

ているが,実際にはそれよりは低めの120,000人という推定値が記載されている｡マラカにつ

1) St.JohnとNewboldの地名表記法には,表1に見られるように,かなりの違いがあり,これらは
さらに現在の地名表記と異なっている場合が多い｡本報告においては,他の表についても,地名に
関しては,煩雑さを避けるため原則として著者の表記をそのまま採用した｡ただし,本文中におい
ては,判明するものについて,現在用いられることが多い表記あるいは他の地図帳などに見られる
表記を括弧内に示すことがある｡
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表 l St.Johnによるマレー半島および海峡植民地人口 (付Newboldによる人口)

St.Johnによる人口 Newboldによる人口

Kidah 50,000 QuedahandLigore 50.000
Pera' 35,000 Perak 35,000

Salafigor 12,000 SalangoreandCalang 12.000
Johore 25,000 Johore(incLSejametandMuar) 25,000

Pahang 40,000 Pahang 40,000

Kemaman 1,000 Kemaman 1.000

Tra丘gganu 30,000 Tringanu 30,000
Kalantan 50,000 Kalantan 50,000

Patani 30,000 Patani 10,000

SufigeiUjong 3,200 Sungie-ujong 3,600
Ranbau 9,000 Rumbowe 9,000

Joho1 2,000Muar 2,4000rangBinua(Johole) 1,0000rangBinuaoftherestofthePeninsula 25,000 Johole 3,080

Jompole 2,000
Jellabu 2,000

Srimenanti 8,000AboriginesscatteredoVerthePeninsula 9,000

PinangandProVinceWe11esly 120,000 ProVinceWe11esley 46,880(1835)

Malacca 46,882Singapore 60,000 MalaccaandNaning 37,706(1836)

出所 :St.John[1849:380-381]およびNewbold[1839:418-419]による｡

いては,1818年に25,000人であったものが,Newboldの 1836年の数値と比較すると 18年間

に 12,706人増加 したことになり,この増加率を適用して46,882人という数値が示されている｡

シンガポールの人口の出所は明らかにされておらず,概数で 60,000人が与えられている｡2)

2) Newboldの示す合計人口374,266人に対 して, St.Johnのそれは542,482人と相当多くなってい
る｡これは前者にはペナンおよびシンガポールの人口が含まれていないことに起因する部分が大き
い｡ケダー,ベラク,スランゴール,ジョホール,パハン,クママン, トレンガヌ,クランタンな

どのマレー半島の諸州については,St.Johnは,10年の歳月の経過にもかかわらず,Newboldの
数値をそのまま踏襲 している｡今日タイ領に含まれるパタニについては,St.Johnの数値は

30,000人で,Newboldの10,000人を大きく上廻っている｡ これはNewboldが,パタ二はもとも
と人口54,000人であったが,シャムの攻撃のために44,000人減少 したと捉えているのに対 して,
減少数を24,000人に見積り直したためである｡ヌグリスンピランの人口については,St.Johnは,

Newboldが数値を示す六っの小国のうち三つについては言及せず,スンガイウジョン,ルンバウ,
ジョホル (Johol-Johole) だけをとりあげている｡ しかもそれぞれの人口はルンバウを除いて

Newboldの示す数値よりやや少ない｡ このうちジョホルに関しては, ジョホルのオランビヌアと
いう1,000人からなる別項が設けられており, これを考慮するとSt.Johnの数値はNewboldのそ

れにほとんど等 しくなる｡ スンガイウジョンについては,St.Johnの数値はNewboldの3,600人
よりも400人だけ少ない｡ これも同様に, そこに含まれるオランビヌアも ｢ジョホル以外の半島

部のオランビヌア｣ に含めたためかも知れない｡ JohnとNewboldの間にもっとも大きな差が存

在するのは, 原住民に関するものであって, ｢ジョホル以外の半島部のオランビヌア｣ として St.
Johnが25,000人を推定するのに対 して,Newboldは ｢半島部に分散する原住民｣として9,000人

を数えている｡Newboldが示すヌグリスンピランの他の三小国の人口の合計 12,000人をSt.John
がすべて原住民のカテゴリーに入れてしまったとしても,なお25,000人対 21,000人とSt.Johnの

原住民に関する見積りのほうが大きい｡海峡植民地を除く,マレー半島の上述の地域に関して,
st.Johnの合計人口は315,600人で,Newboldの289,680人を25,920人上廻っている｡
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表2 St.Johnによるスマトラ人口 (付Temminckによる人口)

St.John による人口 Temminckによる人口

BarusからSiackに至るアチェ人
AchinからRauwに至るバタック人
西海岸BarusからIndrapura,および
東海岸SiakからPalembangに至る
内陸部および海岸部のマレー人

ルジャン人,パスマ人等

ランボン人,および南西海岸の一部

600,000

1,200,000
2,000,000

600,000
150,000

600,000

1,200,000

2,000,000

600,000

150,000

4,550,000 4,500,000

Nias

Batoeグループ

Foggy,Engano等

Linga,Bintang,Dryon,Singkip,Karimon等
Banka
Billiton

Anambasグループ

Aor,Tingi等

250,000 250,000.-300,000

3,270

10,000

100,000

40,000

7,000

3,500

1,000

88,000

35,000

414,770

出所 :St.John[1849:383]およびTemminck[1847:2-3,98,107,117]による｡

上述の推計値に対 して, Loganは2つの箇所で注記を加えている｡ その 1はジョホールに

関 して, 全人口25,000人が余りにも多過ぎるとみなし, 他の多 くのケースについてもそうで

はないかと疑っている｡ その 2はマラカに関 して, 1847年センサス人口が 54,985人であった

ことを記 している｡

スマ トラの人口については,St.Johnは,Temminck [1846-49] に示された数値を踏襲

し, これに属島の人口を加えている｡St.Johnによるスマ トラ人口とTemminckによるもの

とを並記 して示すと表 2のようになる｡ スマ トラ本島に関して, Temminckは表 2に記載さ

れた5つの地域の人口の合計として, 4,500,000人という概数を示 しているが, St.Johnはそ

れぞれをそのまま加算 した4,550,000人を採用 している｡また本島についてはTemminckの

数値をそのまま採用するが,属島については多めの推定値を採用 したり,あるいは増加を考慮

した修正を試みている｡すなわち, ニアス島についてはラッフルズの推定値 230,000人をとら

ず,Temminckが引用す るOppeの 250,000人ない し300,000人 とい う推定 [Temminck

1847:98] から250,000人を採用 している｡ リンガ ･ビンタン諸島については1840年におけ

る88,000人という数値 [Temminck1846-49:Ⅱ,107]に代えて,海賊が活動 しなくなった

という理由で, 9年間で 12,000人の増加を考慮 して,100,000人としている｡バンカ島につい

ては,Temminckの35,000人 [ibid.:Ⅱ,117] に対 して,気候および労働状況を考慮 しひか

えめの増加を推定 しつつも,9年間で 5,000人の増加を認めて,40,000人としている｡ このよ
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表3 St.Johnによるマレー半島･スマトラ以外の東インド諸島人口

地 域 お よ び 摘 要 人 口

Javaおよび属島

3年半における増加
Bali

Lombok

Sumbawa

Floris

Solor,Adenara,Lombatte,etc.
Sumba

Timor

9,560,380(1845)

500,300

900,000

250,000

200,000

278,000

157,000

425,000

639,000

計 12,909,380

出所 :St.John[1849:384]による｡数値は原文のまま｡

うな手続きを経て, St.Johnはスマ トラの人口を,属島を含んで,4,964,770人と推定 してい

る｡3)

マレー半島およびスマ トラ以外の東インド諸島の人口については,表 3のような数値が示さ

れている｡ この地域の人口の主要部分を占めるジャワ島に関 しては,1845年センサス人口

9,560,380人に, 3カ年半の増加推定値 500,300人を加えた数値が採用されている｡4) 第 2の大

きさの人口を有するバ リ島については,Temminck [1846-49:Ⅰ,340]の800,000人と,Van

DenBroek (出所不明)の 1818年の推計 987,500人の中間値,900,000人が採 られている｡

st.Johnによる東インド諸島の人口推定の特徴としては,以下のことが挙げられよう｡

(1) 第 1群から第 3群にかけて単位地域の大きさが変化 し,第 1群においてもっとも細か

く,第3群が最 も粗い｡

(2) 総人口のみが示されている｡

(3) 植民地については人口増加が勘案されるが,土着部分においては増加を計上 しない場

合が多い｡

(4) 比較的小さい島に相対的に大きな人口の居住を認めているように見える｡島の人口

の相対的評価が大きい｡

3) St.Johnのスマトラに関する人口は,Temminck [1846-49]による部分が多いが,Temminck
の数値は,Francis[1839]の引用ではないかと思われるところがあり,Loganもこの点を注記し

ている｡ちなみにFrancisによると,アチェ人 600,000,バタック人 1,200,000,マレー人

2,000,000,ルジャン人およびパスマ人600,000,ランボン人 150,000,計4,550,000となっている

libid.:31].
4) Bleeker[1863b]によると,1845年のジャワ人口は,9,551,385,1848年には9,660,582,1849年

9,584,130となっている｡ Money [1861]の付表によると,1845年人口は9,530,780,1848年には

9,570,000,1849年は9,584,130である｡
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ⅠⅠI Loganのスマ トラ人口推計

St.Johnの推計に先行して,PAの同じ巻でLogan自身もスマトラの人口に関する推計を

報告している｡ Loganの推計方法の特徴は, 第 1に民族ないし種族別に推計を行なっている

こと,第2に地域別統計が入手できる場合にはそれを利用すること,第3に地域別統計不在の

場合には,面積×推定人口密度から人口量を求めていること,である｡表4はLoganの総括

表4 Loganによるスマトラ人口

民 族 ･ 地 域 人 口

未開諸族 (WildTribes) 6,000

OrangMalayu
山地部

Menangkabau
同 ･海岸部居住者

SapuloBoaBandar
同 ･海岸部居住者
Korinchi
Rawa

北部海岸
東海岸

西海岸
東部低地および丘陵地

他の地域のマレー人

385,000
64,350
40,000
31,200
75,000
25,000

60,000
24,100
184,000
10,000

小 計 898,650

OrangPalembang
OrangRejang
OrangSerawi
OrangLampong
OrangBatta
西海岸
東部低地および丘陵地
山岳地帯
北 部

中 部
南 部

201,000
72,000
160,000
92,900

4,300
63,280

36,000
125,280
83,000

小 計 311,860

OrangAche 450,000

合 計 2,186,410

西部の諸島

OrangEngano
OrangMantawei
OrangNiha
OrangMaruwi
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5,000
286,000
3,000

小 計 294,900

出所 :Logan[1849:361]｡
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表である｡ 以下,彼の推定方法を紹介しつつ,必要に応じてSt.Johnの数値との比較を行な

うことにする｡

(1) 未開諸族 (wildtribes) スマトラ各地の未開諸族の人口を暫定的に6,000人と推定

する｡このうち南部のアブンおよびクプは2,000人を占める｡

(2) マレー人

i) 山地のマレー人

a.ミナンカバウ人

Francis [1839:94] の数値から, ミナンカバウに属する10地域の人口を加算

し,総人口385,000人を得ている｡

b.SapuloBuaBandarなどのマレー人

ヨーロッパ人による調査が行なわれておらず,人口密度は低い｡ 1平方地理マイ

ル5)あたり15人 (lkdあたり4.4人) と仮定, 3,250平方地理マイルに対して

40,000人とする｡(この計算では48,750人になるが,8,750人を切捨てている)｡

C.Korinchi人

居住地域を100地理マイル×50地理マイル-5,000平方地理マイルと推定｡ 1

平方地理マイルあたり15人として,75,000人｡

d.Rawa人

居住地域を40地理マイル平方-1,600平方地理マイルと推定｡ 1平方地理マイ

ルあたり16人程度にあたる25,000人がFrancisから引用されている｡

ii) 山地マレー人の西方の丘陵地のマレー人

a.沿岸部のミナンカバウ人

Francisの数値に従って22地域の人口の合計値として64,350人｡

b.SapuloBuaBandarの沿岸部

Francisの数値に従って16地域の人口の合計値として31,200人｡

血) 低地 (すなわち東部)のマレー人

シアク, インドラギリ, カンパル, ジャンビ, パレンバン (一部) などを含む

36,800平方地理マイルで, 1平方地理マイルあたり5人 (1kraあたり1.5人程度)

として,184,000人｡

iv) 北部東海岸のマレー人

5) 1英地理マイル (GeographicalMile)は1海里に相当する｡JIAではこの外に,1蘭地理マイル
-4海里-7.407407kmが用いられたり, 1蘭マイル-5.5556kmが使われたりするので,面積の扱
いには注意が必要である｡
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Anderson [1826]に依拠 して600平方地理マイルに散在する45の地域につい

て, 小は20人, 大は10,000人に至るそれぞれの人口を集計して得られた56,510

人をもとにして, Andersonに見落された部分を掛酌して, 60,000人の概数を示

している｡

Ⅴ) 北部西海岸のマレー人

Francisに依拠して, 小は200人, 大は3,000人に至る15地域の人口を集計し,

24,100人を得ている｡ (集計値は24,300人であって, ミスプリントないし計算間

違いが含まれている)0

vi) その他のマレー人

スマトラの他の地域のマレー人の総計を10,000人と推計している｡ ニアス島だけ

でも3,000人,アチェの領域およびパレンバンに相当数のマレー人がいるものと

考えている｡

(3) パレンバン人

13,400平方地理マイルに, 1平方地理マイルあたり15人 (lkdあたり4.4人) とし

て,201,000人｡

(4) ルジャン人

Francisに従ってRejang (10,000人)およびAmpatLawang (14,016人)の人口

が, 1,500平方地理マイル内に居住し, 1平方地理マイルあたり16人 (lkdあたり

4.7人) であることを利用して, 同じ密度を残りの60地理マイル×50地理マイル-

3,000平方地理マイルに適用して,合計人口72,000人を得る｡

(5) スラウィ人

65地理マイル×25地理マイル- 1,625平方地理マイルか らなる西方沿岸に,

Francisによると26,530人が居住するが, これと同じ密度 (すなわち1平方地理マ

イルあたり16人, 1kdあたり4.7人)で残りの65地理マイル×25地理マイル-

1,625平方地理マイルの内陸部が居住されているとみなす｡さらにパレンバン在住の

1,000人を加えて,159,260人を得るが,これを160,000人の概数にまとめている｡

(6) ランボン人

Zollingerの示すランボン地域の人口82,900人に,FrancisのKroe居住人口10,000

人を加えて92,900人を得る｡人口密度は1平方地理マイルあたり11人 (1kriあたり

3.2人)程度になる｡

(7) バタック人

i) 西海岸のバタック人

5つの地域について, 200人ないし2,000人の人口を合計して,4,300人を得てい
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る｡

ii) 山脈東側の低地および高地のバタック人

Andersonの報告に従って算出された8地域の合計人口126,560人から, 2分の

1を差し引き,63,280人を得る｡ マレー人首長達が支配下のバタック人の数を誇

張して報告しているというのがこの控えめな評価の理由である｡人口密度は1平

方地理マイルあたり約20人 (1kI丘あたり5.8人)となっている｡

in) 山地部のバタック人

a.北 部

60地理マイル×30地理マイル-1,800平方地理マイルに1平方地理マイルあた

り20人 (lk適あたり5.8人)として36,000人｡

b.中 央 部

4,176平方地理マイルに, 1平方地理マイルあたり30人 (lkr丘あたり8.7人)と

して,125,280人｡

C.南 部

Pertibi28,000人と,Mandheling55,000人を加えて83,000人｡これらの数値の

出所は明らかではなく, たとえばFrancisは, Mandhelingの人口を76,000人

とみなしていることが注記されている｡ 南部地域の人口密度は1平方地理マイル

あたり約 12人 (lkdあたり3.5人)となる.

(8) アチェ人

22,600平方地理マイルに1平方地理マイルあたり20人 (1kdあたり5.8人) として

450,000人と推定されている｡

(9) ェンガノ島人

次に述べられるムンタワイ島と同じ人口密度 (1平方地理マイルあたり2.2人強, 1

krBあたり0.65人)を400平方地理マイルに適用して900人｡

(10) ムンタワイ島人

2,240平方地理マイルに5,000人｡

(ll) ニアス島人

Fransisに従って,ニアス島およびバ トゥ諸島を合わせた 1,800平方地理マイルに

286,000人｡ニアス島のみで 1,200平方地理マイルに256,000人｡Donlebinによる

1846年時点で 169,500人という情報 (TijdschriftDoorNeerland'sIndib'1848:174)

を見逃したと注記されている｡

(12) マルイ人

バニヤ島などを含む600平方地理マイルに, 1平方地理マイルあたり5人 (lkraあた
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り1.5人)として3,000人｡

以上の情報を提示しつつLoganは, スマトラ本島の人口2,186,410人, 西側の諸島の人口

294,900人を推計している｡ちなみにスマトラ本島の人口密度は-平方地理マイルあたり17人

(lkllあたり5人) である｡ 前述のSt.Johnによるスマトラ本島4,550,000人に比較すると,

2分の 1以下であり, これだけ大きな相違が現われることはきわめて興味深い｡なお,

Loganがしばしば引用するFrancisは,すでに示したようにスマトラの総人口を4,500,000人

と推定している｡ LoganによればFrancisの推計における誤りは, 彼がデータのない地域の

人口を過大評価 したためであるという [Logan1849:360]｡ しか し既に示 したように,

Loganはアチェ人口やMandhelingの人口の推定の場合のように,既存の人口が示されてい

ても,なお,Francisを下廻る推定値を提示していることに注意する必要がある｡アチェの場

令, Francisの示す600,000人を削って450,000人としており, Francisの数値はマレー人を

含むと注記しているが [ibid.:359], この差 150,000人をマレー人人口として別に数えた形跡

はない｡ Loganにおいては, 過大評価を避けようとしてむしろ過小評価となった可能性も考

えられる｡

Loganの示すスマトラ本島の人口密度 1平方地理マイルあたり17人は, lkdあたり5人に

相当し,東部低地および高地のマレー人の人口密度 1平方地理マイルあたり5人は, 1k招あた

り1.5人に相当する｡ これらの低い人口密度は,仮に2倍に増加したとしても本質的な低密度

には変りがなく,このことは人口密度というものが人口推定の手がかりとして用いるためには

きわめて不完全なものであることをも示唆している｡

ⅠⅤ マレー半島および海峡植民地

マレー半島および海峡植民地に関しては,PAには,断片的ではあるが,人口情報が比較的

多く記載されている｡とくに海峡植民地に関しては情報量が多い｡以下これらの断片を地域毎

に紹介していくことにしよう｡

ペナンの人口については,Low [1849-50] をはじめ, いくつかの記事のなかに断片的な

記述が見出され,設立期のペナンおよびプロビンスウェルズレイの人口の動きをある程度知る

ことができる｡人口数に関する記述を年次を追って簡約すると以下の如くとなる｡

(1) 1804年のFarquharの報告書によると,ケダーからの譲渡時点におけるペナン島居住

者は,4家族 23人であった [Low1851:409]｡

(2) 1792年のペナン島住民数は7,000人で,東インド会社職員および使用人数は1,000人で
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あった [Low1849-50:654]｡

(3) 1794年の FrancisLightの報告によると,ペナンの華人人口は3,000人であった

[Anonymous1850-52:1851,9]｡

(4) 1802年から1806年の間に書かれたとみられる報告書によると, この時点から数年前の

ペナン島の華人人口は5,000人であった [ibid.:1852,150]｡

(5) 1800年時点でのプロビンスウェルズレイの人口は,2,000-3,000人であって,1,500平

方マイルの地域に散在 していた [Low1849-50:1850,12]｡

(6) 1810年時点における土着人口 (ペナン島)は,24,424人であった [ibid.:1850,16]｡

(7) 1816年のセンサスによると,ペナン島の人口は37,445人で前年に比 して2,450人増え

た｡プロビンスウェルズレイの人口は約4,000人であった [ibid.:1850,20]｡

(8) 1820年時点におけるプロビンスウェルズレイの人口は5,457人であった [ibid.:1850,

25]｡

(9) 1822年に, プロビンスウェルズレイの人口は, ケダーからの移住により著しく増加 し

た libid.:1850,109].

(10) 1824年 12月31日におけるペナン島の人口は37,943人,プロビンスウェルズレイは

16,479人,計 54,422人であった [ibid.:1850,113]｡

(ll) 1827年のペナン島人口は30,655人であった [ibid.:1850,117].

(12) 1831年,プロビンスウェルズレイの人口は26,000人 [ibid.:1850,363]｡

(13) 1831年,シャム軍がケダーに進攻 したので,16,000人がケダーを去ってプロビンス

ウェルズレイに移動した｡ケダーには20,000人足らずが残留した [ibid.:1850,366]｡

(14) 1832年,プロビンスウェルズレイの人口は50,000人に増加した [ibid.:1850,369].

(15) 1854年の記述によるとペナンに到着する華人移民は毎年2,000-3,000人で, ペナンか

らプロビンスウェルズレイ,シャム,マレー領に移住していった [Anonymous1854a:

3]｡

(16) 1859年時点において,年間移民数は華人4,000-5,000人,インド人 (kling)3,000-

4,000人,ジャワ人 1,500-2,000人であった｡ただし華人はマレー領あるいはシャム領

に移住し, インド人は3,4年で帰国, ジャワ人は契約終了後直ちに帰国するので, た

えず新規労働者の需要がある [Anonymous1859:52]｡

上述の数値は海峡植民地の一つペナンおよびその近辺の人口がもともときわめて少なかった

こと,移民の通過地としての機能を果たしつつもペナン自体が急激な人口増加を遂げてきたこ

と,ケダーにおける戦争がとくにペナン島の対岸プロビンスウェルズレイの人口を急激に増加

させたことなどを示している｡前述のSt.Johnによる1849年時点におけるペナンおよびプロ
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ビンスウェルズレイの人口は120,000人であって, この数値の算出は激しい人口増加を考慮し

つつも増加率の鈍化を見込んでいる｡6)

ケダーの人口は, シャムとの戦争によって著しい変動を経験したが,PAに散見される記述

は以下の如くである｡

(1) 1786年, Lightがペナンを譲渡されたときのケダー人口は40,000人あるいは80,000人

であった｡マレーの首長は男子とくに健康な身体の男子人口のセンサスを行なったの

で, 人口は40,000人の倍であったであろうと注記されている [Low 1849-50:1849,

603]｡

(2) 多数のパタニ住民がケダーのクアラムダに移住 したが,その数は 15,000人に達する

[Topping1850:44]｡

(3) 1786年のLightのインド総督への手紙によると,ケダーは長さ150マイル,幅30-35マ

イルの小国であって,約 100,000人の住民をもつことが記されている [Anonymous

1858:186]｡

(4) 1831年,シャム軍がケダーに進攻したので,16,000人がケダーを去ってプロビンス

ウェルズレイに移動 した｡ケダーには20,000人足 らずが残留 した [Low 1849-50:

1850,361再掲]｡

(5) 1849年の時点でシャム属領として数えられているケダ-人口は25,000人である [ibid.:

1849,607]｡

(6) 1850年において,Loganは遠くない過去にケダーは100,000人の住民を数えたと記 し

ている｡1850年現在,TuankuDai等によるケダー平野の人口は下記の如 くである

[Logan1851:58]｡

ケダー平野

TuankuDaiの支配地

TuankuAnumの支配地
ムダ (Muda)
プルリス (Purlis-Perlis)

サ トゥン (Stul)

4,500

2,000

1,300

2,500

1,000

計 ll,300

6) Braddell[1861] の示す 1851年のペナン人口は43,143, プロビンスウェルズレイ人口は64,908,
計 108,051であって,この推定をやや下廻っている｡
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ケダーに関連 してパタこの人口の記述を拾いだすと,以下のようになる｡

(1) 1786年 7月にシャム軍はバク二に進攻したが,この頃のパタ二の人口は約 115,000人で

あった [Low1849-50:1849,608-609]｡

(2) かってバクニは16歳から60歳の男子 150,000人の人口をもっていたと言われる [Low

1849:180]｡

(3) 1849年の時点でシャム属領として数えられているバクニ人口は50,000人である [Low

1849-50:1849,607]｡

パタ二もシャムとの戦争を契機に大幅な人口減少を経験している｡パタこの人口の一部がケ

ダー-移動し,さらにケダーの人口の一部がプロビンスウェルズレイ-移動していることが分

かり,当時のマレー半島の人口が戦争のためにきわめて変動的であったことを示している｡

次いで,マラカを中心とする人口記述を検討してみよう｡

(1) マレー年代記の記載によると,マラカの町は,周辺人口を除いて 190,000人 (nineteen

laxas)の住民を含んでいた [Anderson1854:148]｡

(2) 1509年, リゴール王がシャム王からパ-ン攻略の命を受けたとき, マラカのスルタン

はパ-ンに援軍を送ろうとしたが,このときマラカ市の住民は,海岸部および内陸部を

除いて90,000人 (91axas)であった [Braddell1852:40;Anderson1854:148,ただ

しAndersonではninetyLacとなっている｡]｡

(3) 1505年にマラカを訪れたと思われるJohnFrancisGomelliCareriは,マラカは5,000

人を有し,大部分はポル トガル人のカトリックであると述べている[Blundell1848:72]｡

(4) 1818年のマラカ人口は25,000人, 1836年はナニンを含んで37,705人, 1849年の推定

値は46,882人である[St.John1849:381]｡
(5) 1826年のマラカ人口は49,086人で,その内訳はキ リス ト教徒 26,000人,マレー人

16,000人,中国人4,478人,キリン人 1,622人,ヒンズー教徒986人である [Low1849-

50:1850,114]｡

(6) 1847年 4月現在のマラカ人口は表 5の通りである｡ 1846年人口が付記されている｡ 総

人 口は,1846年 52,713人,1847年54,995人である [Westerhout1848:173]｡

(7) 最近のセンサスによると人口は60,000人を越えている [Blundell1848:743]｡

(8) 昔は城塞の中に11,000人ないし12,000人がいたが,現在は200人ないし300人を越え

ない [Valentyn1850:67]｡

(9) 1850年頃華人移民は年間 2,500人ないし3,000人で, ジャンクでマラカに到着 した

[Croockewit1854:123]｡
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表5 マラカ人口

民 族 等 1846年 1847年

キリス ト教徒

マ レー人

華 人

ア ラ ブ人

バタック人

ヒンズー教徒

チュリア人 (マラバル商人)

シ ャ ム 人

ベンガル人

ジ ャ ワ 人

ブ ギ ス人

バ リ 人

非イスラム原住民

有 罪 人

2,700

33,161

9,414
177

329

1,082

5,048
31

179

173

178

11

45

185

2,784

33,473

10,589
195

387

1,023

5,454
35

199

313

248

46

50

199

計 52,713 54,995

出所 :Westerhout[1848:173]による｡

長い歴史を有するマラカにおいては,最盛期と衰退期の差が大きい｡1826年のLowの数値

紘,1846年および1847年に比してキリスト教徒が著しく多く,一桁間違っている可能性さえ

ある｡ この場合には合計人口も訂正されねばならない｡7) このような数値をそのまま記録する

だけ当時の英人にヨーロッパ勢力への過大評価が内在していたと考えることができるかも知れ

ない｡

マラカ近辺のマレー人支配下の国々の人口については,頻度は相対的に少ないが,若干の記

述を見出すことができる｡

(1) 1824年頃のベラクの人口は約30,000人である｡スランゴールの人口は1,000人ないし

1,500人を越えない [Anderson1854:273]｡

(2) Lowの記述によるとスランゴールはペナンの南に位置し,南方でベラクに境界を有す

る小国であって,現在 (1849年頃)せいぜい2,000人あるいは3,000人の人口を有して

いる [Low1849-50:1849,609]｡

(3) 1839年の時点でNewboldはパ-ンの人口を40,000人と推定しているが,Thomsonが

土地の居住者から得た数値は,華人および奥地在住の原住民を除いた,マレー人および

アラブ人の合計 14,110人であった｡地域別内訳は表 6の通りである [Thomson1851:

136]｡

(4) 1850年頃のベラクのマレー人人口は最大20,000人を越える｡ 15,000人と評価したいと

7) Braddell[1861]によると,1827年のマラカにおけるヨーロッパ人人口は,2,522,全人口は

33,162である｡
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表6 パ-ン人口 (1851年頃)

地 域 人 口

パ-ン川およびその支流

Indau
Pontean

Rumpln
Bubar

Merchong
Tioman島
Tingi,Sibuおよび属島
Aur

10,000
2,000
100

50

40

20

200
300

1,400

計 14,110

出所 :Thomson[1851:136]による｡

ころである [Low1850:498]｡

(5) ジョホル (Johole)王国の全人口は約3,000人であるといわれる [Favre1849:154]｡

(6) ルンバウ (Rumbau)王国の全人口は約9,000人である [ibid.:158]｡

(7) ジェルブ (Jellabu-Jelebu)の人口は3,000人に過ぎない [ibid.:159-160]｡

(8) Lowは英直轄領を除くマレー半島人口の最大値を下記のように見積っている [Low

1849-50:1849,606-607].

独 立 国

ジョホールおよび属領,ならびにパ-ン 40,000

トレンガヌ

クランタン

ベラク

スランゴール

シャムの属領

ノヾ タニ

ケダー

30,000

40,000

25,000

3,000

50,000

25,000

計 213,000

Lowがここにまとめているマレー半島の各国の人口は, 例えばベラクについては, 彼自身

が別の箇所で示した最大推定値 20,000人を上廻り,またスランゴールについては大きい方の

推定値を採用している｡この意味で彼にとっては上述の推定値は過大評価とさえ言い得るもの

であった [ibid.:1849,605]｡ Lowが示すマレー各国の人口を,既に紹介したNewboldの数

値 (表 1参照) と比較すると, ジョホールおよびパ-ン, クランタン, ベラク, スランゴー

ル, ケダーに関しては,Newboldの人口の方がはるかに大きい｡ トレンガヌに関しては両者

の推計は一致し,パタ二に関してのみLowの推定値の方が大きい｡Lowの示すスランゴール

人口 (最大値として3,000人)が,Newboldのスランゴール (クランを含む)人口12,000人
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表7 シンガポール人口 (1845)

民 族 等 男 女 計

ヨーロッパ人 (Europeans)

インド系英国人 (ⅠndoBritains)

アルメニア人 (Armenians)

マ レ ー 人

華 人

ベンガル人

ク リ ン人

ジ ャ ワ 人

ブ ギ ス 人

(Malays)

(Chinese)

(Bengalese)

(Klings)

(Javanese)

(Bugis)

ポル トガル人 (portuguese)

ア ラ ブ 人 (Arabs)

非イスラム原住民 (Caffres)

パルシー人 (parsees)

ボ ヤ ン人 (Boyanese)

204

158

38

6,217

28,765
350

3.948
210

1,340
214

210

26

14

223

2

2

7

8

7

0

0

0

1

8

0

3

0

9

3

2

2

1

6

0

0

5

3

6

5

3

1

1

8

3

2

7

6

1

2

3

336

280

65

10,035

32,132

550

4,648
260

1,971

382

260

59

14

232

小 計 52,347

罪 人 (Convicts)

兵 士 (Military)

病 人 (Patients)

ヨーロッパ人病人 (HospitalEuropean)

船 上 生 活 者 (FloatingPopulation) 3

0

7

0

7

0

0

8

7

1

0

5

4

0

合 計 57,421

出所 :Little[1848:472]による｡数値は原文のまま｡

を著 しく下廻ることは,Newboldの過大評価というよりはLowの情報不足とも言えそうで

ある｡同様に, ヌグリスンピランの諸国がLowの取り扱いにおいて不明であることも情報不

足を物語るかも知れない｡ ここでは,Newboldの示す人口さえも過大評価と判断するような

ほぼ同時代の推計値が存在することに注意しておきたい｡

最後にシンガポールに関する記載を点検 してみよう｡ 1819年にこの島が英国の植民地に

なったとき, そこには200人ないし300人のマレー人がいた｡ この人口数から, 主に移民に

よって, 1845年には57,421人にまで増加している [Little1848:472]｡民族および性別にみ

た同年の人口は表 7に示す通りである｡この表の数値は一見精微に見えるが,民族別人口の合

計に疑問があり,また,末尾に付された船乗り等を含むと思われる水上人口 (floatingpopu-

lation) は概数で示されている｡ 罪人,兵士,病人,水上人口等を含む正規人口以外の存在

は,後に整備された統計表として年次比較に供されるシンガポール人口の性格を理解するため

に有用である｡ Littleはこの表の 1845年時点の人口は,彼の執筆時点 (1848年)で既に不正

確になっており,おそらく70,000人と推定されると述べている [ibid.:472]｡

1849年のシンガポール人口がPA第 4巻付表として示されている.人口は,町,田舎,良,

川に分けて民族別に示されているが,ここではシンガポール人口の民族別構成を表8に示す｡
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表8 シンガポール人口 (1849)

民 族 等 男 女 計

ヨーロッパ人 (Europeans)

ユーラシアン (Eurasians)

アルメニア人 (Armenians)

ア ラ ブ人 (Arabs)

′ヾ リ 人 (Balinese)

ボ ヤ ン人 (Boyanese)

ブ ギ ス 人 (Bugis)

非イスラム原住民 (caffries)

華 人 (chinese)

コーチシナ人 (Cochin-Chinese)

ジ ャ ワ人 (Javanese)

ユ ダ ヤ 人 (Jews)

マ レ ー 人 (Malays)

イ ン ド人 (Nativesoflndia)

パルシー人 (parsees)

シ ャ ム 人 (Siamese)

243

472

35

121

78

720

1,452
1

25,749
11

1,139
18

6,612

5,423
23

4

2

5

8

2

5

5

8

7

0

5

3

1

3

1

2

9

6

0

4

4

8

01

1

5

1

7

7

4

1

3

1

1

9

3

360

922

50

194

149

763

2,263
3

27,988
27

1.649
22

12,206

6,261
23

5

計 52,891

兵 士

罪 人

船 上 生 活 者

居 住 地 不 明

9

8

5

0

0

4

9

0

6

5

9

0

1

2

1

合 計 34095

出所 :Jackson[1850:付表]による｡数値は原文のまま｡

総人口59,043人は,上述のLittleの推定値 70,000人に達せず,彼の推定が増加への希望的観

測に支えられていたことを示唆している｡ 1845年と1849年の統計においては,民族分類が若

干変更されている｡ 前者におけるインド系英国人 (IndoBritains)は,おそらく後者のユー

ラシアン (Eurasians)に該当し, この数は280人から922人へと増加している｡他に著しい

増加を示すのはジャワ人で,260人から1,649人になった｡ 1849年において,新たに出現して

いるのは,バリ人,コーチシナ人,ユダヤ人,およびシャム人である｡他方,アルメニア人,

非イスラム原住民については減少が生じている｡ 華人の減少は4,144人に及んでおり, この減

少が実際におこったとすれば,Littleの推定は,これまでの趨勢を基礎にしているということ

になる｡

華人移民の職業構成については,SiahUChinによる一覧表が 1848年に掲載され [SiahU

chin1848:290],次いで 1850年に上掲のセンサス人口表の裏面に民族別 ･職業別人口が報告

されている｡ さらに, これらの表は1855年に ｢海峡華人に関するノート｣ という記事の中に

整理されて再掲されている｡ ここで,SiahUChinの表については整理されたものを, セン

サス人口表については抜粋を示すと表9および表 10のようになる｡ SiahUChinによる華人
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表9 シンガポール華人職業別人口 (1846)

職 業
出 身 地

福 建 潮 州 マラカ マカオ 客 家 海 南

商店主 ･貿易商

ガンビール･胡轍栽培

サ
船

仲
漁

石

木

煉
煉

同

石
建
家

材

船
鍍
金

パ
理
仕

般
ゴ

頑

灰

炭

瓦

上

築

木

細

溺
家 事

･
仕
師

瓦
手

工

具

大
治

ン
髪

･
便

農

輿

水

製

製

製

伝

大

製

工

靴

用

水 運 び

徴税手伝い
そ の

失 業

造

造

造
倣

い

工
職

造

工
戟
師
屋
師

屋
人

人

酒
他

者

3,100

0
0
0
0
0
0

0
0
3
0
0
0

0
5
9
8
2
1

2

0
0
0
0
1
7

0
0
0

0
0
0

7
0
0

4
0
2
1

0

0

0

6

0

4

6

6

1

0
0
0
5
1
1

50

250

阿片調達 70

250 600

900 350 600 100
400

100 600

0
0
0
0

0
0
0
0

3
0
0
4

1
1

0
0
0
0

0
0
0
0

2
2
4
5

0
0
0

0
0
0

0
3
8

1

0
0
0
0
5
1

0
0
0
0
1
4

200

合 計 9,000 19,000 1,000 6,000 4,000 700

出所 :Anonymous[1855:116]による｡

職業従事者総数が39,400人であるのに対して,1849年 12月のセンサスによる華人人口は,職

業従事者 24,790人 (これは成人男子人口に一致する),総数 27,988人である｡前者の推計が多

過ぎるという指摘がなされている8)[Anonymous1855:115]｡

シンガポールに関しては,即 には人口数とは別に華人移民数に関する記述が見出される｡

1847年 12月27日から1848年4月末に至る4カ月間に, マカオ (17隻),広東 (10隻), アモ

イ (7隻)等を含む55隻のジャンクによって8,709人,海南からの23隻によって320人,安南か

らの30隻によって 116人, 11隻の四角帆の船によって 1,330人,合計 10,475人がシンガポー

8) 実際,前者は多くのカテゴリーについて, 100人あるいは1,000人単位の概数で示されており,中

でも潮州人ガンビア栽培者および胡轍栽培者については10,000人という数値が与えられている｡

センサス人口においては,華人農業従事者は8,426人であり,SiahUChinの数値においては,ガ

ンビア栽培者および胡轍栽培者にその他の農業従事者を加えた数は 15,100人である｡SiahU

chinの数値が高過ぎるという可能性と同時に, 植民地における職業移動の激しさ, および他方で

は政府統計の人口把握の不完全性などを考慮する必要がある｡
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表 10 シンガポール職業別人口 (1849)

民 族 芸 会 ● 職 人 芸事芸 労 働者 悪用芙
計

ヨーロッパ人 40 14 10

ユーラシアン 52 12 14

アルメニア人 3 3

ボ ヤ

ブ ギ

人

人

人

人

プ

ン

ス

非イスラム原住民

華 人

コ-チシナ人

シ

ャ
ダ

レ

ン

ル

ヤ

ジ

ユ

マ

イ

パ

シ

ワ

ヤ

一
ド

ム

人

人

人

人

人

人

98

5

3

7

7

1

3 45

310

89 242

2,322 8,426

136 336

236 450

181 255

2

3

8

0

0

3

3

3

6

6

0

5

3

3

8

7

6

5

5

7

9

2

1

3 131 198

102 124 304

24 30

13 60 82

3 1 54

21 69 703

8 469 1,116

1 1

335 5,306 24,790

6

37 116 981

5 6 16

361 733 4,540

415 2,113 4,937

11 5 23

4 4

計 234 2,996 10,088 13,991 1,310 9,156 37,785

出所 :Jackson[1850:付表]による.数値は原文のままO

ルに到着したと述べられている｡ この数値は,上述のSiahUChinの記述に対する, シンガ

ポールフリープレスの編集者からの情報に基づいたLoganの注記 [SiahU Chin1848:286]

によるもので,12月ないし1月にはじまる季節風を利用する移民船に季節性があることを考

慮すると,SihaUChinが ｢ジャンクで到着する人数は年間約 10,000に達する｣[ibid.:286]

と述べていることと一致し, 彼の情報のある程度の信頼性を示唆している｡ ｢海峡華人に関す

るノート｣の中では,1840/41年から1852/53年にいたる13年間 (うち1年は欠如)の到着者

表 11 シンガポール華人到着人数

年 次 人 敬

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

4

4

4

4

4

4

4

4

5

5

5

5

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

5

5

5

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

3

4

1

06

15

39

一

5

6

6

出所 :Anonymous[1855:113]による｡
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数が示されている (表 11参照)｡この公的な統計は近年における増加を示しているが,これが

実際の増加によるものか,あるいは数え方の改良によるものかは判断しにくい｡ジャンクの船

主達は統計を理解せず,旅客数あるいは貨物の梱包を数えようとする試みを課税-の兆しと見

倣し,可能な限りの最低数で済ませようとするという [Anonymous1855:113]｡

Ⅴ ジャワ島,バリ島,ロンポック島

蘭領東インドの人口については,その出所の間接的性格が強くなるが,かなり多量の情報が

収集されている｡以下,その概要と性格について述べる｡

ジャワ島に関しては,Temminckの書物 [Temminck1846-49]の紹介とともに,そこに

記載された総人口の引用がなされている｡ すなわち, 1824年6,368,090人, 1832年 7,323,982

人, 1834年 7,511,106人, 1837年 7,981,284人,1838年 8,103,080人である｡ 1832年に関して

は,バタビアの町の人口118,000人とその内訳, ヨーロッパ人 2,800人,華人 25,000人,土着

人80,000人,ムーア人およびアラブ人 1,000人,奴隷 9,500人が記されている｡9)

ジャワ島の人口については, 次に,主として 1845年に関するBleekerの記述の翻訳が掲載

されている [Bleeker1847a]｡人口は,理事州 (ResidencyあるいはAss.Residency)別

に,ヨーロッパ人,華人,土着人,アラブ人,ブギス人等,および奴隷に分けて示され,これ

に加えて 1846年の兵士の数が総数で示されている (表 12参照)｡ いずれの地域においても多

過ぎる数値はなく,多 くの場合過少であるという評価がBleeker自身によって加えられてお

り, ジャワ島総人口9,542,045人が示されると同時に, この報告が執筆された時点でジャワ島

人口が 10,000,000人を越えているという推定がなされている｡

スラカルタおよびジョクジャカルタの人口に関しては,1828年時点におけるこの地域-の

旅行記の中に断片的な記述がある｡すなわち,1812年の領土割譲後のスラカルタ領は約 100

万人, もう一人の君主の領土 (ジョクジャカルタ)は,はば70万人の人口を有し,彼らの領

土は全島の約 4分の 1に相当する11,000ないし12,000平方マイルであるという内容を含むも

のである10) [Anonymous1853a:149]｡ジョクジャカルタの人口は,3年前の戦争のために現

9) 総人口に関する記載は,Bleeker[1863]に一致している｡TemminckおよびBleekerの1824年
人口は,TNIに記載された理事州 (Residency)別人口 [Anonymous1839]の合計を求めるこ
とによって得られたWidjojo[1970]の1826年人口4,301,552人をはるかに上廻っている｡Peper
[1970]の1826年人口5,302,000人はWidjojoの合計値の概数を丁度1,000,000人上廻っているが,
これもまた出所はWidjojoと同じで,資料集成過程において, ジャワ土侯領の推定人口1,000,000
人を加算したものである｡ Temminckの数値がこれらの数値を上廻ることは,上述の比較的新し
い時代における研究者達によるジャワ人口に関する見解の再検討の可能性を示唆している｡

10) Bleeker[1847]によれば,これらの2人の君主の領土はそれぞれ1,803平方マイル,926平方マ
イルであって,全島面積の7.0%を占めるに過ぎない｡ これらの地域の人口は,504,167人,およ
び347,525人,計851,692人で,全島人口の8.9%となっている｡ この間の領土の変動と人口の再
分布の過程は検討に値する｡
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表 12 ジャワ島地域別人口

アラブ人 ･
ブギス人等

理 事 州 等 ヨーロッパ人 華 人 土 着 民 i/三.二/At去 軍 隊

Bantam
Batavia

Buitenzorg
Krawang

360

3,478
662

100

Preang.Regentschapp 168
Cheribon

Tagal
Banjoemaas
Pekalongan
Bagelen
Samarang
Kadoe

Djocjokarta
Soerakarta

Japara
Madioen

Patjitan
Rembang
Kedirie

Soerabaija
EilandMadara
Possoerocan
Bezoekie

624

274

150

312

217

2,883
174

664

900

396

113

30

459

94

2,736
368

578

530

1

7

1

8

1

2

1

9

2

1

2

6

1

9

1

5

6

2

1

3

813 392,887 430

764 242,927 598
462 252.015 0

74

2

2

1

5

7

0

04
9

7

3

5

0

0

1

2

6

8

7

7

5

0

3

8

8

5

2

2

843 123.705

0

1

8

4

5

2

8

7

6

3

2 727,154
4 606.209

788 292,934

640 403,852

353 232,226

417 612,027

657 739,098

484 354,377

063 345,696

000 500,000

606 413,540

059 312.975

0 89,077
2 467.766
nU
2

1

1

0

0

6

1

1

0

6

1

232,467

923.687

544 280,314

229 331,981
373 497.106

2

2

0

1
0

7

2

3

8

4

0

6

2

2

6

7

7

1

4

4

5

1

6

1

4

8

1

3

計 16,270 105,983 9,373,989 5921179392

合 計 9,542,045

出所 :Bleeker[1847a]による｡理事州等の綴りおよび数値は原文のまま｡

在ではその一部が残っているに過ぎないが,かっては 100,000人と推定されていた [ibid.:

365]｡

ジョクジャカルタの人口については,1814年時点における比較的詳 しいセンサス結果が当

時の英人植民地官吏クローファードによって示されている｡それによると,結婚している男性

10,188人, 結婚している女性 10,355人, 寡夫 1,479人, 寡婦 1,919人, 未婚の若者 2,972人,

未婚の少女 2,313人,割礼前の少年 3,956人,研歯前の少女 3,274人,授乳中の男児 1,721人,

授乳中の女児 1,447人,計 39,624人で [Crawfurd1849:43], この時点におけるこの都市の

人口がかつての 10万人に到底及ばぬ状況にあったことを示している011)

ll) Raffles[1817:Ⅱ,290]には1815年のスルタン領人口が,その年齢階層区分とともに掲載されて
いるが, その中のジョクジャカルタ地域を取り出してみると, その総人口は37,339人である｡ ほ

とんど同じ時期において2,285人の違いがあるのは当時の人口報告の信頼性の欠如を示すものの,

この時期のジョクジャカルタの人口が 10万人というレベルでは捉えられぬものであったことを確

認するのに役立つ｡
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ジャワのその他の地域に関しては,朋 には注目すべき数値はほとんどない｡ Riggによる

1847年の旅行記は,スラバヤの82,203人を含む1845年時点のクディリ川沿いの各地域の人口

と人口密度を示しているが,これらは,TijdschriftvoorNeerland'slndib'(TNI)に掲載され

たBleekerの数値に依拠するものである [Rigg∫.1849:25]｡

ジャワ島に隣接するバリ島の人口については, ｢インド諸島の貿易港｣ と題する事典的体裁

をとる連載記事のバリの項に,バリ島は約 100万の人口を有すること,および1平方マイルあ

たり人口はジャワ島の2倍であることが報ぜられている [Windsor1850b:538]｡

ロンポック島については,Zollingerの記述がある｡ 彼は税および軍隊のためにある種のセ

ンサスが行われているに違いないと考えつつも,この種のリストの入手をあきらめて,個人的

な情報に基いて, 400,000人以上と推定している｡ この情報は500,000人以上という数が全島

人口よりも多いというラジャ自身の発言によって間接的に確認されている｡また,武器をとる

ことができる男子の数が80,000人にのぼるというある首長の発言から, これを5倍 して

400,000人の妥当性を得ている｡ 人口の内訳は, ヨーロッパ人4人, 有色ヨーロッパ人 1人,

華人 10人ないし12人, ブギス人5,000人, バリ人20,000人, ササック人380,000人である｡

さらに, これらの人口の居住地として山脈の北側に40,000人,南部山地に10,000人,平野の

西部に220,000人, 平野の東部に135,000人という内訳が与えられている [Zollinger1851:

459]｡ 上述の数値は, 40万という概数を得て, それを各構成部分に配分したものとみられ,

この時代の人口情報の形式の一つとして注意すべき性格を有している｡

1815年に起こったスンバワ島のトンボラ火山の噴火は,ロンポック島の人口を300,000人か

ら20,000人ないし25,000人に減少させたと伝えられる｡Zollingerはこの大幅な減少には疑

いをもち,もしそうならば1815年以来375,000人の増加があったことになると記述 している

libid:332I333].

ⅤⅠ ス ラ ウ ェ シ 島

スラウェシ島 (セレベス島) の人口については,Temminckの書物の第3巻からの翻訳が

掲載されている｡全島人口については6行の記述がある｡まず人口300万人という数値が挙げ

られるが, これが過大評価であるとし, 次いでオランダ政府の直接統治地域の1838年の推定

人口が僅か410,000人であることが述べられる｡そして,MelvilldeCarnbee氏の示す全人口

1,104,000人が妥当性の高い推定値であるとする [Anonymous1850-51:1850,665]｡

Temminckに依拠する人口情報は, スラウェシの各地方にも断片的に及んでいるが, それ

らは下記の如くである｡
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(1) Selayer 1824年人口は,付近の島々を含んで30,525人である [Anonymous1850-

51:1850,686]｡

(2) ミナ-サ 1840年人口は,下記の通りである｡ ただし奥地の住民を除く [ibid.:1850,

762]｡

土 着 民

キリスト教徒

マレー人

華 人

解放奴隷

78,700人

5,687人

2,875人

510人

500人

計 88,272人

Gorontaro(Gorontalo)の諸地域 50,000人
Sangir島およびTalaut(Talaud)島 40,000人
合 計 178,272人

(3) スラ諸島 1840年センサスによる人口は,7,630人である [Anonymous1851:251]｡

(4) Buton (Butun) 島 住民数は不明であるが, 17世紀の古文書によるとこの島の人

口は50,000人であり, また, 明らかに大きな誇張を含むが,他の島々を加えた住民数

は500,000人である [Anonymous1850-51:1851,252]｡

Temminckの紹介の外に, 蘭領セレベスに関してもう一つの記事が収録されている｡ それ

によると,東経120040′から1240,南緯 10から北緯 10の間に広がるオランダ領の人口は,この

地域の広さに比して非常に小さく,住民はあちこちに分散しているので正確な推定をすること

は困難であるとしながらも,以下の数値が示されている [Anonymous1848a:673-675]｡

Gurontalo(Gorontalo) 24,000人

Limbotte(Limboto) 12,700人

Bolangen(Belang) 780人
Boni(Bone) 650人

Andagili(Andagileh)およびAntingola 350人

Bolemo(Balama) 300人

計 38,780人

官吏が引き上げたため,上記の中には,Prigi(Parigi)およびMoutton(Moutong)の人

口は含まれていない｡Prigi は約3,000人,Mouttonは1,750人を数える [ibid.:676]｡

以上に示 した断片的な人口記述においては,例えばGorontaroの諸地域の人口50,000人

と,Gurontoloの人口24,000人とがどのような形で重ね合わされるのかが不明のまま残る｡

現在では取るに足りない地域に思われるSangir島およびTalaut(Talaud)島の人口が,相

対的に大きく評価されていることにも注意しておきたい｡
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ⅤⅠⅠ ボ ル ネ オ 島

ボルネオの人口に関する情報の主要部分もまたTemminckの書物の第 2巻からの翻訳であ

る｡ボルネオ本島の人口はきわめて大掴みに3,000,000人と推定されるが,この推定値は

Temminck自身によって過大であると考えられている [Temminck1846-49:Ⅱ,428]｡

Temminckは, まず 1825年 11月30日付けのコミッショナーTobiasのメモに従って,西

海岸の理事州 (residency)の人口 (ヨーロッパ人を除く)を次のように記載している｡

マレー人およびアラブ人

ブギス人

支配下のダヤク人

華人

独立状態にあるダヤク人

134,946人

ll,360人

237,720人

36,074人

80,000人

汁 590,100人 (原文のまま)

1836年時点において, この理事州の一部を形成するPontianakの主要部に関して次の数値

が記載されている｡ヨーロッパ人22人,アラブ人319人,マレー人3,001人,ブギス人2,211人,

ダヤク人 13,391人,華人 17,693人,計36,637人.この理事州に属するSambas,Succadana

(Sukadana),MAt畠n (Matan),LAndak (Landak),Mampawa (Mempawah),および

K畠puAs(Kapuas)川,Melawi(Melawi)川の流域地方や,各小国の人口はここでは言及

されていない [ibid.:Ⅱ,430]｡

南海岸および東海岸理事州を形成する諸地域の人口については,Temminckは 1836,

1837,および1838年の行政報告書から,数値を引き出している｡これらすべてのデータは単な

る推測値 (approximation)であることを断わりながら以下の人口が示されている [loc.cit.].

Banjermassing(Banjarmasin)のスルタンの支配下の諸国

蘭印政府領

Banjermassing(Banjarmasin)の独立ダヤク

Mand畠wei(Mendawai),SAmpit(Sampit),およびPAmbuAn(Pembuan)

Pasir(Pasir),Kuti(Kouti),およびBerow(Beraou)

大小のダヤク

Kotoringin(Kotawaringin),SentAng(Sintang),DAwi,およびDjeli(Djelai)

PAg畠.tan(Pagatan),T且nAbumbai(Tamahbeambin),Batulitjin(Batulicin),
およびLaut(Laut)

沿岸諸島

60,000人

40,000人

500,000人

45,000人

45,000人

40,000人

5,500人

1,100人

22,000人

計
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上述の西海岸および東海岸の二つの理事州の合計人口1,348,700人 (原文のまま) がボルネ

オ島の3分の2の面積に居住する｡1,650,000人が残りの3分の 1である北部に居住しなけれ

ば,人口総数 3,000,000人という計算が成立せず,従って3,000,000人という推定が過大である

というのがTemminckの立論である [ibid.:Ⅱ,429]｡

Temminckはボルネオの華人に関する若干の推定値にも言及している｡ 1836年の推定によ

れば,西海岸諸国の中国人は130,000人とされる｡また英人Earlは150,000人と見積もり,そ

の内90,000人が華人地域に, 残りの60,000人が蘭領各地に分散しているとする｡ Montrado

の華人首長はEarlに彼の支配下の華人人口は110,000人にのぼると語ったが,Earlはこの推

定は過大 とみなしている｡ これ らの数値は,東印度会社 (theCompany)の書類による

30,000人,Crawfurdの推定値 36,000人などをはるかに上廻 るものである [Anonymous

1848b:445]｡

ボルネオ北部の人口に関しては,ブルネイの弱体化,サラワクにおける内乱とプルークの介

入などを背景に,正確な情報が伝わりにくい状況があったともみられる｡ブルネイの人口に関

しては, マゼランの航海の際のPigafettaによる1521年の記述が, 〟Aでは二カ所において

引用されている｡ これらの引用は,町の人口が25,000戸 (あるいは25,000家族)から成立っ

ていることを伝えている [Anonymous1848C:498;Anonymous1848d:523]｡

Pigafettaの訪問の僅か 80年後にVanNoortは戸数を3,000と伝え,1636年にはMan-

delsloeは2,000という戸数を記しているという｡ 18世紀初頭に, Valentynは町の外にある

多くの家々を除いて, 2,000ないし3,000という戸数を数えている｡ 1809年に, Huntは家族

数3,000,人口15,000人としている [Anonymous1848d:523]｡ これらの情報は脚注に追加

された他の書物からの引用によってさらに混迷したものとなる｡ すなわち, 以前この町に1,

2年住んだことのあるアルメニア人が, 1836年に,人口100,000人 (内20,000人は奴隷) と

伝え, Lowは現時点のブルネイ人口を 12,000人と考えているなどと記載されているからであ

る [loc.cit.]｡ この記事における結論的な見解は,マレー人人口が過去 300年間ほとんど不変

であったとするものである [ibid.:523-524]｡

その後, 1837年の実地訪問記が〟Aに掲載されるが, それによるとボルネオの町は川の湾

曲部の水上に立っ2列の家屋群からなり,25,000人の住民を有していた [Lay1852:583]｡ブ

ルネイと中国との貿易はブルネイに在住する華人コミュニティを成立させていたが,18世紀

末にブルネイの支配者が圧政的,海賊的になったためにブルネイの海外貿易はほとんど消滅

し, 1809年には1隻のジャンクも来航しない状況が既に数年続いていた｡ シンガポールが形

成された頃,ブルネイの華人は500人を越えなかった [Anonymous1848e:615]｡ このよう

なブルネイの貿易の変動ないし衰退が事実ならば,ブルネイの人口自体にも相当の変動があっ

たと推定され,少なくとも3,000戸無変動説は疑わしいものとなる｡
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ⅤⅠⅠⅠ ボルネオ島人口断片

ボルネオ島の人口についてはこの外に,断片的な小地方人口あるいは少数民族に関する記載

が〟Aに散見される｡それらは以下の如くである.

キナパル登山にともなう紀行文的な記録の中には,通過したいくつかの集落の戸数が記載さ

れている｡例えば補給のために途中で立寄ったイダーン (Idaan)の村 Bungol(Bungal)は

全村 120戸から成り立ち,彼等が接触した集落はその一部を構成して50戸ばかりの戸数を有

していた [Anonymous1852a:6]｡翌日,朝食のために立寄った村は非常に大きく,250な

いし300戸以上を有 していた [ibid.:7].これらの記述は通過経路上の村に関するもので

あって,これらの外にいくつかの集落が遠望されているが,それらの詳細については不明であ

る｡報告者は次にキオウ･ダヤクに接触するが, この部族に関しては,戦士数 2,000人という

情報と,この情報が信頼できるという報告者自身の印象が記載されている [ibid.:10].

Burnsはボルネオ北西部のカヤン族の人口に言及し,ボルネオの人口密度が低いことを述

べた後に, ルジャン川区 (RajangDivision) については7,000人を越えず, バラム川は約

10,000人と述べている [Burns1849:143]｡ Burnsのこの記述に関しては,激しい論調の匿

名の反論が数カ月後にPAに掲載されている｡ その論拠は戦士の数にかかわるものであって,

上述の7,000人を6で割って戦士の数を推定すると1,160人 (1,166人のミスプリントと思われ

る)となり,このうち266人が弱小首長の下にあるとするならば, 3人の有名なカヤンの首長

の下にはそれぞれ300人の戦士が属するに過ぎない｡首長の 1人であるKumNipaだけでも,

Serebas攻撃のために100舷のボートを提供し得たのであって, 1般あたり20人として, 約

2,000人が彼の支配下にあったと考えられ,上記の 7,000人は戦士数そのものとされる｡

Daltonのカヤ ン人口推定が 270,000人 という数にのぼっていることも援用されている

[Anonymous1849a:ⅩⅩⅩvi-ⅩⅩⅩvi]｡PAの編者もBurnsの人口数を疑っていることをそ

の注記からうかがうことができる｡

バラム川地域に関しては, 蒸気船ブルートによる遠征の日記が抄録されている｡ 49の集落

の名が 1人の首長の口から語られ, 1集落600人という場合は少なく,多くは2,000人以上で

あるという首長の発言がひかれている｡日記の筆者は,マレー人もそうだが,彼等は常に過少

に述べ,過大に述べることは決してないと評価している｡ちなみに,この会見が行なわれた場

所の人口は1,000人に過ぎないと言うが,彼自身の計算では少なくとも2,000人となるのであ

る [Anonymous1851a:683]｡

西ボルネオのカプアス川流域については, 2人のアメリカ人宣教師が 1840年にシンガポー

ルフリープレスに掲載した旅行記が再録されている｡それには下記のような断片的な集落人口
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記述が含まれている [Anonymous1856:85-122]｡

(1) ボンティアナックか ら1時間,左岸に位置する華人集落 NibongSaribu(Nibong-

seribu)は約 500人の人口を有する｡(1840年3月26日)

(2) TelukKompei(Telukkumpai)は約 30戸からなる中国人集落である｡(3月26日)

(3) Sukalantingという約 40戸のマレー人集落を通過｡(3月27日)

(4) 川中の小島PuloSaparoh (PulauSeparoh) の下流端には2戸のマレー人住居があ

り,15ないし20人が住んでいる｡(3月29日)

(5) 午後, 他の川中の小島PuloKatipoを過ぎると右岸に3戸の小さなダヤクの小屋が見

られる｡ 日没時にJangに着くが,ここにはダヤクの家屋が3戸ある｡(3月29日)

(6) 8,9戸のマレー人集落があり,支流の上流部には300人ないし400人からなるダヤク

の村がある｡ これらのダヤクはTyan(Tayan)のPanambahan(Penambahan-育

長のタイ トル)の支配下にある｡この場所には若干の華人家屋もある｡(3月30日)

(7) マレー人の小集落とPangeranJayaの木造の砦がある｡彼は,Tyanから南へ半日な

いし3/4日のBalungei(Belungai)のダヤク200人,およびBalungeiから東- 1日の

Milian(Meliau)のダヤク1,300人を支配 しているが,Matanのラジャの代理者に過

ぎない｡(3月30日)

(8) Tyan島 (PulauTayan)にはオランダの砦と, オランダ行政官 (Gezaghebber)の

住居がある｡ 現在オランダの現地兵 12人が在留するに過ぎないが, 行政官が去る前に

は約 200人のマレー人がいた｡潮州人および客家からなる60ないし70人以下の華人集

落がある｡(3月30日)

(9) Tyan(Tayan)の集落は 250人か らなり,Panambahanが居住 している｡700戸

(lawang),3,800ないし4,000人のダヤクが彼の支配下にある｡(3月30日)

(10) ダヤクの集落｡120戸 (lawang)を数え,全人口は600人を下廻らない｡(3月31日)

(ll) 金鉱があり30人の中国人が採鉱 している｡次の金鉱では 10ないし15人｡やがて

Samarangkei(Semarankai) というマレー人の町に至る｡ 40戸位だが拡大 しつつあ

る｡(4月2日)

(12) Sangauの町｡ カプアス川左岸に位置し,人口約 3,000人｡ 3分の2ないし4分の3は

マレー人で,残りは主にブギス人｡他に20ないし30人のダヤク奴隷および華人集落に

住む40ないし50人の華人がいる｡Sangauの公司の下の華人の数は,キャプテンの推

定では500人であり,分散居住 して採鉱に従事 している｡ マレーの町の人口推定は極め

て困難である｡ しかるべき地位にある者が必要な情報を提供することが不可能であった

り,あるいは提供を望まないからである｡家の数が基準として用いられることがある
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が,一戸あたりの平均居住人員数が町によって異なるので,これは難点の多い方法であ

る｡Sangauの場合,一戸あたり5,6人とすれば (これはボンティアナックその他で

は妥当な推定なのだが), 実際の半分にも達しないと思われる｡ Sangauの人口は土着

支配者の下にあったときにくらべてずっと少なくなっており,NewBrusselsとよばれ

ているSuccadana(Sukadana)が繁栄している｡

Sangauから数日の距離内には3部族のダヤクが居住 しており,合計 500戸,約

3,000人が数えられる｡(4月4日)

(13) Sangauから2,3時間でPengaladi(Penyeladi)というダヤクの集落に至る｡住民数

は約200人である｡(4月6日)

(14) Scaddan(Sekadau)の華人カピタンによると,Scaddan在住の華人は100人ないし

200人に過ぎない｡ この地に在住するスルタンからは支配下の人口に関する情報が得ら

れなかった｡Scaddanの町の家数は70戸ないし80戸で,全人口は約800人である｡

(4月8日)

(15) Scaddanを出発して最初の休憩地はイスラムに改宗したダヤクの居住地で, 10ないし

12人が居住している｡(4月9日)

(16) SungeiAyak(SungaiAyak)にはスルタンの弟が右岸のマレー人集落に居住してい

る｡集落住民は80ないし100人｡対岸の華人集落人口は約500人と言われる｡(4月9

日)

(17) SungeiAyakから8ないし10マイルのところに2つの金鉱があり40ないし50人の鉱

夫 がいる｡(4月9日)

(18) Spau(Sepauk)にはカプアス川右岸に小マレー集落があり,Sintangのラジャの弟で

あるパンゲランの住居がある｡Spau川流域にはダヤクの集落がいくつかあり,1,000

人以上が住んでいる｡(4月9日)

(19) Sintangでパンゲランと彼の兄弟に会う｡彼等の支配下のダヤクの人口に関する情報を

得ようとしたが成功しなかった｡彼等はダヤクの数を全く知らぬ,どうして数えること

ができようかという｡無知というよりは気乗りが.しないという印象を受けるo

Sintangの集落は90戸からなり｡ この外に30ないし40戸が筏の上に建てられ, ま

た20戸がカプアス川東岸に建っている｡ 1戸あたりの住民数は大きく,おそらく10人

位である｡Sintangにかかわりをもつ華人の全人口はカピタンの推定によれば120ない

し130人である｡(4月11日)

(20) Sintangはカプアス川とMelawi川の合流点に位置するが,これらの河川の上流部7,

8日の範囲内には,集落があってそれらの総人口は4,000人に達するという｡ カプアス

川沿 いの重要な集落は,Sintangか ら2日の Silat(Nasilat), さらに 1日余の
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Salimbau, さらに3,4日のBunutであり,それぞれ400人, 1,000人,1,000人のマ

レー人人口を有する｡SalimbauにはダヤクのManuh族が居住するが,そのうち約

100人はイスラムに改宗している｡Melawi川沿いのマレー人人口はカプアス川沿いよ

りも少なく,全部でおそらく1,500人を越えない｡ カプアス川およびMelawi川流域に

はダヤクが多く, 70,000人ないし80,000人と推定す.る者もあるし, それ以上と推定す

る者もある｡Sintangのラジャ達の権威は数日の距離にしか達しないが,最低の見積り

で 15,000人ないし20,000人に及ぶ｡BunutのPangeranAliの支配範囲は10,000人と

言われる｡(4月13日)

ボルネオ島南部については,パンジェルマシンのダヤクに関する短い記事が TNIから翻訳

されて掲載されている｡人口に関連する事項は下記の通りである｡

ダヤクは町を持たず, 多くは4ないし10戸の小さな集落に居住するO 敵襲の恐れのある輿

地においてのみ柵をめぐらした集中的な居住形式 (Kotta-Kotaと呼ばれる) が見出される

が, このようなコタにはしば しば 1,000人から1,500人が住む｡P山opetakの全人口は約

10,000人であり,40の集落に分かれて住んでいる [Anonymous1847b:34]｡

ⅠⅩ スマトラ島人口断片

スマトラ島に関してもいくつかの断片的な人口情報の記載がある｡ バタク人居住地の南端

Pertibiに関して,各地域別に集落数と家族数が示されているが,それらは下記の如くである｡

(1 ) PadangLawas

a.BatangOnang

b.Pertibi

c.BatangPaneh

d.KottaPinang(KotaPinang)

(2) Dollok

a.Boekit

b.Simenabon

c.Simasse

d.Tambuski

(3) Burumun

a.Ayernabara

b.Assahatan

c.Kayu畠ra

(4) Tambusei

a.BatangSossa(BatanSosa)

4カ ンポ ン 160家族

10カ ンポ ン 315家族

7カ ンポ ン 230家族

2カ ンポ ン 100家族

9カ ンポ ン 275家族

16カ ンポ ン 606家族

4カ ンポ ン 92家族

15カ ンポ ン 262家族

4カ ンポ ン 140家族

10カ ンポ ン 370家族

2カ ンポ ン 110家族

12カ ンポ ン 775家族
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b.BatangLobo
c.Pariet

(5) Paneh SuthanManedarAlamの移民

(6) Bila BatangPaneh川河口部,人口不詳

上記 2地方

合 計

13カ ンポン 670家族
7カ ンポン 215家族

5カ ンポン 300家族
120カ ンポン 4,620家族

ここに示された人口は各地域の首長からの情報によるものであるが,夫役や課税をおそれ

て,彼らの側に話したがらない傾向が認められることが指摘されている｡ 1家族5人とすれば

人口は23,100人で, これが最少と考えられている｡上記の外に奴隷,出小屋,小集落が存在

することを考慮して1家族6人とするならば, 約28,000人になる｡ この人口が300平方蘭地

理マイル,すなわち4,800平方英地理マイル (16,461平方キロメートル)に居住すると, 1平

方蘭地理マイルあたり93人 (1平方キロメートルあたり1.7人程度に相当)の密度になる

[Willer1849:367-369]｡

Mandhelingについても集落数と世帯数が示されている｡

(1) GreatMandheling
a.KottaSiantar

b.Penyabungan

(2) LittleMandheling
a.Sing-ing-u

b.Tambangan

c.Tamiang

d.Menambin

(3) Ulu

a.Pinyonghei

b.SimpanMendampa

c.BatangGadis

(4) Pakantan
a.Pakantan-Lomba

b.KottaBukit

(5) Ankola
a.AnkolaMudik

b.AnkolaJai

c.Sipirok

合 計

43カンポン 3,221世帯
20カ ンポン 1,172世帯

7カ ンポン 564世帯
11カ ンポン 794世帯

7カンポン 574世帯
11カ ンポン 1,021世帯

5カンポン 102世帯
6カ ンポン 249世帯
13カンポン 351世帯

8カンポン 474世帯
1カンポン 317世帯

15カンポン 719世帯
24カンポン 638世帯

26カ ンポン 916世帯
197カンポン 11,112世帯

Mandhelingの数値はPertibiよりもいくらか正確であり, また奴隷の多くが独立居住して

いるので, 1家族は5人以上とはみなすことができない｡このようにして,55,000人ないし最
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大60,000人の人口が推定されている [ibid.:371-372]｡

パスマ地方については, Presgraveの 1817年の旅行記からの再録が, 断片的な人口情報を

伝えている｡PasummahUluMannaの集落数は22と伝えられ,通過した集落の観察から1

集落は平均30戸から成るとして, 1戸8人とみなすと,人口は約 5,200人になる [Presgrave

1858:9]｡GunungAgungの集落は, これまでに見たどの集落よりも大きく,80戸を有し

ている libi'd.:10]｡PasummahLebarは4人の首長 (pasirah)によって統治されているが,

集落の数は800とも500とも言われる｡ これらの数は多過ぎると考えられ,300という数が現

実にひどく食い違わないものと考えられる｡通過した約30の集落の戸数から,平均45戸とみ

なし, 1戸あたり8人とすると,全人口は10万人以上ということになる [ibid.:46]｡

スマトラ島南部のランボン地方については,センサス結果が,郡およびさらに小さい地域単

位別に, 男女別に成人と子供を区分して示されている (表 13参照)｡人口総数は82,905人で

ある [Anonymous1851b:698]｡ ランボン地方に隣接するラナウの人口についても, 1820

年の旅行記が再録され [Pattullo1858], ラナウ湖周辺とLewahの人口表が, それぞれ ドゥ

スン毎に示されている (表 14参照)｡これらの数値は誤植あるいは計算間違いを含む上に,成

長した男子 (GrownupMales), 成人男子 (MaleAdults), 成長した女子 (Grownup

Females),成人女子 (FemaleAdults) という意味不明の区分が行われている｡また,前掲

のランボン地方とは逆に, 男子が女子よりも多く, とくにラナウ湖周辺では性比が 1.38を示

すなど,慎重な考慮を要する数値を含んでいる｡しかし,家数と人口が示されるなど貴重な情

報も含まれている｡ラナウ湖周辺の総人口は1,584人,Lewahの総人口は1,499人と記されて

いるが,後者については,住民が焼畑に散在しているので,Lewahの完全な人口を得るため

には,約 500人が加えられてもよいとPatulloが注記 していることは示唆的である [ibid.:

294]｡ ラナウ地方の人口は約 3,000人であることが,1849年の短い記事に書かれている

[Anonymous1849b:534]｡

表 13 ランボン人 口

郡 男 少 年 女 計

Samangka
TelokBetong
Sekampong
Maringie
Seputi
TulongBawang

7
3
6
6
7
2

3
2
7
2
3
3

3
4
5
3
1
1

2
3
1

3
5

6
9
3
4
6
5

3
2
2
4
5
4

7
8
7
5
7
1

3
4
2

3
9

7
4
0
1
3
6

0
2
1
2
7
7

5
8
9
4
3
9

2
3
1

4
7

6
6
1
9
2
7

2
1
3
0
5
9

4
6
6
5
8
1

3
4
2

2
7

12,006
16,690
8,840
1,800
14,118
29,450

計

出所:Zollinger[1851:698]より抄出｡
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表14 ラナウ湖周辺地域の人口

No.of No.of No.of No.of No.of
Houses Married Grownup Grownup Male

PersonsMales Females Adults
la川川hO

T
註

(ラナウ湖周辺)
Lumbo
Ranaw

Surabaya
Ban°ingAuging
Suhubye,
PadangRatoo,
Ungkusa,Pila,
Gadong
Warku
TanjongJati

10
t4
9
17

0
2
3
2

1

3
4

125

14 30
13 28

6
6
2
6

3
2
7
7

3
8
1
0

2
1
5
7

15 13 97
24 12 80
34 30 187
44 40 280

75 710

22 144
21 136

計 128 480 357 213 1,584

(Lewah)
BumiAgong
Surabaya
Kasugihan
Paggar
Nagrl
Perwatta
Ban°ing
WayeMengaku
Tanjung
Gadong
Sungie
Genting

0
7
1
9
2
5

5
5
3
1
9
0

1

1

1

2
1
1

0
8
2
5
4
3

6
6
7
0
0
5

5
1
3
1
5
2

1
1

5
2
2

0
1
4
0
0
9
3
6
7
1
2
7

5
3
4
2
6
2

2
1

7
5
3

6
1
6
1
0
8
7
8
9
1
2
8

5
2
5
2
6
2

2
1

6
6
3

1
4
2
0
0
0

3
7
8
0
0
6

3
1
3
2
4
1
2
1

4
5
2

0
8
5
1
8
5
7
5
6
0
3
3

3

2
3

5
1
1
1

3
2
2

7
4
7
2
8
2
0
5
0
2
7
4

6
7
5
9

1
8
9
6
3
0
8
2

1

1

2

2
1
1

計 117 306 440 457

出所 :Patullo[1858:293-294]による｡地域名,人口区分,数値は原文のまま｡

Ⅹ 島々の人口断片

島々の人口については断片的な情報が得られる｡ここではそれらを西から東へとむかって羅

列することにする｡

ニコパル諸島は8,000人以上の人口を有し, このうち2,000人がCarniobar(CarNicobar)

島に居住する｡Theressa(Teressa)島の人口は約 500人である [Chopard1849:271]｡

Mergui諸島については,Silong族の人数が,1,000人を越えないという記述がある

[Logan1850:411]｡

Baniak諸島のMoruwi族の人口は354人を越えず, 1平方マイルあたり約 3人であって,

ムンタワイ島よりも低密度である｡ この総数のうち231人がTuwanku島に住み, 主として

Tuwanku湾に集中している｡家数と人口の分布は次の通りである [Logan1856:9-10]｡
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Tuwanku島

KampongTuwanku

KampongTalalu

KampongSirohi

KampongRautan

LadangTuwanku

LadangPangulu

LadangAsaluan

計

Simoh(Simak)島

Lamun島

Tailana島

Laraga島

Arungan(Orongan)島

Matahari島

Bahlong(Balong)島

Sikandang島

Mayla島

Laurat(Laureh)良

BalambakGadang(Palambak-besar)島

RangitGadang(Rangit-besar)島

RangitKichil(Rangit-kecil)島

Panjang島

Bahgu(Bagu)島

Bale(Balek)島

UjongBatu(Ujungbabu)島

戸

戸

戸

戸

戸

戸

戸

戸

5

5

9

4

7

6

6

2

1

5

戸

戸

戸

戸

戸

戸

戸

戸

戸

戸

戸

戸

戸

戸

戸

戸

戸

4

3

1

1

1

1

2

3

1

2

4

5

3

2

2

9

2

23人

86人

67人

19人

19人

17人

20人

231人 (原文のまま)

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

4

6

2

2

2

4

2

7

3

6

9

2

5

3

4

6

6

1

2

スマ トラ本島の西側に位置するムンタワイ (Mantawe-Mentawai)諸島の人口は約

ll,000人と記され [Logan1855:284],小はシベルート (Siberut) 島Telolaguの40人か

ら, 大は同じ島のTepeketの 1,400人に至る34の地域の人口が表示されている (表 15)｡

Banka (Bangka) 島については全島人口の記述はなく,TNI(1846)からの翻訳として,

過去数年多くの華人が中国から渡来し,現在, 華人人口は10,000人以上に達し, 全人口の3

分の 1を占めるという間接的な表現が見出されるのみである [Anonymous1851C:276]｡島

内のMintoの町の1813年 7月末の家数は357戸で, 住民は1,546人であるという記述が別の

報告に記されている [Horsfield1848:377]｡

マレー半島東海岸沖に位置するAur(Aor)島は長さ3マイル,幅 1.5マイル強の広さに過

ぎないが,1,400人の住民がいる [Anonymous1850:192]｡

ジャワ島のスラバヤ沖のBawean島についても, TNI(1846)からの翻訳がある｡ この島

は,Sankapura,KulonNegerie,WettanNegerieの3郡から成っている｡ Sankapuraは17
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表15 ムンタワイ諸島人口

島 .地 域 人 口 島 .地 域 人 口

Siberut N.Foggy
Tepeket 1,400 Simengany0 200
Sibirisiget 700 Simengaia 400
Matalu 800 Tekaoete 50
Sibelubet 600 Tekako 400
Sibapachat 500 Bakutmonga 50

Teleleu 500Telolagu 40Katorei 450Siberut 400 Silabu 200

計 1,300

S.Foggy
Seibie 650 Silabanya 200
Sembungan 300 Timabuko 50
Sibeluat 350 Simalakoba l00
Tasiliebat 400 Simagalo 250

Timabobo 500
計 7,090 Telobulei 150

PoraSibirribenua 150Sibirriulan 200Sibesua 100Sikichi 50

計 1,250

合 計 11,090

出所:Logan[1855:284]によるo

Sibarau 200Seoban 100Telaoinan 300Pora 150Simatobbe 200 地名等は原文のまま○

集落 (campong-kampung),6,770人,KulonNegerieは26集落 (dessa-desa),2,881

戸,ll,826人,WettanNegerieは21集落 (dessa),2,308戸,10,525人を有する｡総人口

は, 1845年センサスによると, ヨーロッパ人およびその子孫38人, 華人50人, Baweans

27,224人,マ レー人 426人,マ ドゥラ人およびブギス人 1,393人か ら成 り立 っている

[Anonymous1851d:389-392]｡ この島の人口については,_〝Aの他の2つの箇所において

ち,約30,000人と記載されている [Anonymous1851e:616;Bleeker1859:59]｡

Banda諸島の人口は,6,500人に過ぎず,大部分はジャワ島からの罪人である｡ポルトガル

人がはじめてこの島に来たときには,少なくとも9人の王がいて,24,000人の土着人口があっ

たという [0Ⅹ1ey1856:139]｡

Amboyna (Amboina)島は約30,000人の住民を有し, その4分の1は首邑およびその郊

外に居住する [Windsor1850:382]｡

CeramLaut(SeramLaut)諸島に含まれる小島の一つKaliwaroo島については,シンガ

ポールフリープレス紙の1836年 10月6日の記事が再掲されている｡大きな町や広い地域に関

して住民が言うことは信頼できないが,CeramLaut諸島のようなところでは,彼らの推定は
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一般により正確であると断った上で,Kaliworoo島人口が 100戸,1,000人であることが述べ

られている [Anonymous1852b:689]｡

Arru(Aru)諸島およびKei(Kai)諸島についてはつぎのような記述が見出だされる｡Ki

(Kai)諸島の人口は8,000人ないし10,000人である [Anonymous1853b:71]｡西部の諸島

の居住は希薄であって, Wama (Wamar) 島は周囲がほとんど40マイルもあるにもかかわ

らず,200人ないし300人を含むに過ぎない｡彼らは海岸沿いに6戸くらいの小村を形成して

分散している｡ 東部の諸島の居住密度はより高い [loc.cit.]｡

ⅩⅠ そ の 他 の 地 域

東南アジア島峡部では,冒頭の東インド諸島の人口を論じたSt.Johnによる補遺として,

フィリピンに関して 1846年センサスを基礎にした人口統計が掲載されている｡ 33に区分され

たprovinceの人口の合計3,431,183人に, マリアナ諸島人口, 白人人口, 華人人口等を加え

て3,652,394人としたうえで, さらに2年間の増加分 290,234人を加算し, 3,942,628人を得て

いる｡ これに, なんらかの理由で税を徴収されない者および奥地の少数民族 (Wildtribes)

の合計 1,000,000人,MindanaoおよびBasilanの推計人口1,000,000人を加えて,フィリピン

の総人口5,942,628人が示されている｡ Province別の表に記されたZamboangaはBabianes

の間違いであり,その人口もまたミスプリントであるが,誤差は取るに足らないと注記されて

いる [St.John1849:721-722]｡追加された2,000,000人という数値のきめの荒さと, l桁去

で記載されたprovince別人口が,奇妙な対照を示しており,当時のフィリピンについて外国

人が得た情報はこの程度であることを示していて興味深い｡

フィリピンについては上記の外に見るべき情報はほとんどない｡ルソン島の南東端にある

Albayの町の人口が約 13,000人であること [Anonymous1850b:380], ミンドロ島におい

ては,海賊の跳梁のためにかつては多かった人口が四散 し,ようや く若干の町が他の

provinceからのキリスト教徒の移民によって形成されるに至ったが,徴税人口は2,000人に

過ぎないこと, 少数民族 (Wild tribes) の数は6,000人以上に達すること [Anonymous

1849C:757-758],ルソン島のスペイン人支配下の少数民族ネダリトの数が約3,000人である

こと [Crawfurd1848:187],等を含む断片的な記述があるにすぎない｡

東南アジア大陸部については,〟Aにあらわれた情報は断片的である｡ LeFevreは, コー

チシナに関してその人口を正確に知ることは難 しいが,コーチシナ人の数は13,000,000人と

言っても大きな間違いはないであろうと記し, その外に約3,000,000人の少数民族 (barbar-

ians)および従属しているカンボジア人がいるので,総数は16,000,000人になると述べている

[LeFevre1847:59]｡ カンボジアについては,旅行記の中に,Udongの人口が約 10,000人
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で,主としてカンボジア人からなり,若干のシャム人,コーチシナ人および中国人がいるとい

う記述があるのみである [Anonymous1851f:437]｡

ビルマについては,赤カレン族の人口の推定がなされている｡彼らの居住地域は7,200平方

マイルにわたり,その4分の3を占める東部と,4分の 1を占める西部に区分されるが,東部

には92の集落に7,360戸の家があり, 1戸あたり5人として36,800人である｡ 西部では集落

規模はより大きく,人口密度も高く,1,200以上の集落に36,000戸が含まれ, 1戸あたり5人

として180,000人になる｡合計人口は216,800人となり,その3分の1は奴隷である [0'Riley

1859:4-5]｡

東南アジア地域以外については,〟Aの記述は皆無ではないが,より分散的かっ断片的にな

る｡これらの中には,オーストラリア原住民の人口表 [westgarth1851:付表],マウリティ

ウスやセイロンへのインド人移民に関する統計 [Windsor1863:180-181;RiggC.R.1852:

126]等を含むが,ここでは詳しい紹介は行なわない ｡

ⅩⅠⅠ 付 翰

J.H.Moor:NoticesoftheIndianArchipelago,andAdjacentCountn'esにおける人口情報

LoganによるPAの発行に先立って,SingaporleChronicle誌の編集者であったJ.H.Moor

は,NoticesoftheIndianArlChipelago,andAdjacentCountriesと題した大部の書物を,

1837年にシンガポールで編集刊行 している. この書物は,1824年か ら1834年の間に

SingaporleChrlDnicleに掲載された情報を中心にして, 当時の東南アジア諸地域の情報を収録

することによって成り立っており,ボルネオ,セレベス,バリ,ジャワ,スマトラ,ニアス,

フィリピン諸島, スル諸島, シャム, コーチシナ, マレー半島などの情報を含んでいる. 以

下,本論を補足する意味で,この書物に記載された人口に関する記事を紹介するとともに,

〟Aにおける情報との性質の違いについても触れることにしよう｡

(1) ボルネオ

ボルネオ島北西海岸州 (現在の西カリマンタン)については,1827年の記事が再録されて,

その中に人口に関する記述が若干含まれている (pp.8-)｡ 同州の総人口は400,000人を越え

ないと推定されている｡ もっとも多いのはダヤ (Daya)で,200,000人,ついで華人である｡

華人人口は,35,000人 (男子数)を越えないとするものから,72,000人 (男子数)に達すると

推定するものまであり, この記事では50,000人としている｡ 彼らの大部分は結婚していない

ので,妻子を含めた華人人口の総数は125,000人と推定されている｡ 彼らは主として,Orang

Kheと呼ばれる広東州からの移民および土地のダヤの女性との間に生まれた子孫から成り
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立っている｡ 以前は年 3,000人の華人が到着したが,最近では政情不安のためその3分の 1を

越えない｡マレー人 (Melayu)の人口は約 60,000人と推定されている｡ ブギス人 (Ugi)の

人口は5,000人で大部分がボンティアナックに住む｡ アラブ人およびその子孫は約600人, イ

ンド人は50人を越えない｡

西ボルネオの若干の地方については,巻末の付録に次のような情報がある｡Sambas地方に

は,30,000人の華人がおり,ラジャによって課せられた金鉱の借料を無視するはど強力であ

る｡ そこには, その外に12,000人のマレー人とダヤク (-ダヤ) 人がいる｡ Salakoには

20,000人の華人がいる｡ Mantrado (Monterado) はマレー人独立首長の下にあり, ダヤク

人, マレー人, 華人を合計した人口を50,000人と見積もる場合もあるが, その半分が真実に

近いと思われる｡ Songo (Sanggau) はマレー人独立首長の下にあり, ダヤと若干の華人か

らなる人口は25,000人である｡Matanの首長の下には10,000人のダヤ人と若干の中国人およ

びマレー人がいる｡ ダイヤモンド鉱山があるLanda(Landak)の山には,少なくとも30,000

人が住むが, 主としてダヤ人で, 採鉱および農業に従事している (Appendixpp.18-19)｡

ボンティアナックの町の全人口は約7,000人で, 華人集落は約2,000人を含む｡ 他にブギス人

集落およびマレー人集落があるが, ここにはダヤ人はいない (Appendixp.25)｡ボンティア

ナックのスルタン支配の第二の港Monpawa(Mempawah)の人口は7,000人で,マレー人,

ブギス人,ダヤ人,および2,000人の華人から成り立っている (Appendixp.26)｡

Valentynによると, 18世紀初頭において, Succadana (Sukadana) は600戸近くから

成っていた (p.99)0 Radermacherによると, 1780年時点でMampawaは1,000戸ないし

2,000戸を有していた｡ 1772年にMampawaとSambasの間で両地の中間にあるMonterado

とSalakan (Salakau) の領有をめぐって戦争があった｡ これらの2つの集落には30,000に

近い華人が住み,砂金の産出が多い (pp.100-101)｡1770年に設立されたボンティアナック

の町とその周辺には,マレー人3,000人,ブギス人 1,000人,アラブ人 100人,華人 10,000人

が居住している｡ これらの自由民の外にかなりの数の奴隷がおり,その多くはジャワ人である

(p.105)｡

本篇では,上述の西カリマンタンに関する情報に続いて, ダルトン (Dalton)による紀行

が数篇再掲され,その中に人口に関する若干の記録が含まれている｡ ダルトンの記述はボルネ

オ各地に及んでいるが,とくにクティを中心とするボルネオ島南部にかかわるものが多い｡ダ

ル トンによって最初に言及されるのは,Pergottanの人口である｡最大の推定値は,女子を含

んで 11,000人であるが,ラジャの役人の語る数値は7,800人である｡ 実際の値はこれらの中間

にあって,約9,000人であろうと推定されている (p.21)0

クティに関しては, マ-カム川 (CotiRiverと書かれている) を遡行したダル トンの旅行

記 (1831年)の中に人口に関するいくつかの断片的な数値を見出すことができる｡ たとえば,
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Semerindan(Samarinda)の集落は,主としてブギス人からなる500人の人口を擁している

(p.35)｡この川を遡行していくと,60戸の集落TambongTolongなどを経て,約3,000人の

人口をもつMarkammon(Muarakamon)に至る.さらに上流のCotaBangon(Kotaban-

gun)の人口は約4,000人であるが,男子の大部分はSedgenとの戦争のためにスルタンに召

集されてより上流のMarpaw (Muarapahu) に出向いており, 女子と子供だけが残ってい

た｡ Marpawには3,000人が居住しているが, その3分の2はダヤクである｡ このあたりに

は,106人のダヤクの首長 (Rajahs)がおり,それぞれが支配下に300ないし1,000人の男子

を有している (pp.36-39)0

ダルトンはダヤク (Diaks)がボルネオ島およびセレベス島のかなりの部分にわたって居住

していると考えている｡ Waagoo (セレベスのWajoとみなされる) のラジャは配下に70人

の首長をもち, その各々もまたラジャと呼ばれている｡Sedgenは50人,Selgieは150人以

上の配下の首長を有している｡Selgieは最大の首長の一人であり, 150,000人が彼の勢力下に

あり,少なくとも12,000人の戦士を動員することができる (pp.48-50)｡

Semerindan (Samarinda)の ブギス集落の近辺 には多 くの ダヤクが居住す るが,

Samarinda付近の住民の総数は5,500人と推定 しても多過ぎることはない｡危険が迫ると

1,000人の戦士をだすことができるが,危機存亡の事態においてはその倍を動員することがで

きるという (p.68)0

ボルネオ島の人口に関しては,巻末の付録にも若干の情報がある｡ Pigofettaによれば,ボ

ルネオの町には25,000の家屋があったというが, 1809年には家屋数は3,000もなく, 全国の

華人数は6,000人に過ぎない (Appendixp.14)｡ また別の個所で, ボルネオの町は川のなか

の約3,000戸の杭上家屋から成り立ち,華人,マレー人,ムルート (Morut)人など,15,000

人の人口を有していると書かれている (Appendixp.27)0

ボルネオ島に関しては, 巻末の付録ではさらにLeydenによる記述が収められている｡ 人

口に関係する数値をともなう地名は以下の通りである｡ ボルネオの町は,Valentynの時代に

は4,000戸近 くから成 り立 っていた (Appendixp.94)｡Tampasakは約 200戸からなる

(Appendixp.95)｡TirunあるいはTedongの北境 Sibocu(Sibuku)川には30の集落

(campongs)があり,1,000人が住む｡Lidong川 (あるいはLilidong川)には,10,000人の

住民がいるとSulu人達は推定している (Appendixp.96)0Passir(Pasir)はワジョのブギ

ス人のコロニーで, 同名の川を45マイル遡ったところにあり, 主としてブギス人300戸から

成 っている (Appendixp.97)｡1720年頃のバ ンジェルマシンのイスラム教徒人口は,

Valentynによれば約 7,000人で,Radermacherによれば 1780年の人口は8,500人にのぼっ

た｡人口はジャワ人,マカッサル人,ブギス人,およびジョホール, ミナンカバウ,パレンバ

ンのマレー人の混合であり, この内ではジャワ人がもっとも多い (Appendixp.97)｡湾の東
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側に位置するTabanyan (Tabanio) は小さい集落で250人を有する｡ この近くには次の集

落がある｡Moluk200人,BlananglOO人,Tambabgan80人,Takisong50人 (Appen-

dixp.98)｡

Radermacherによると,1780年におけるバンジャル川沿いのイスラム集落は以下のごとく

であった｡ Kayu-tangi200人, Banjarmassing (Tatas) 2,000人, Martapura (Bumi

Kinchara) 1,800人, Cohin (Old Banjar) 100人, BekrompiおよびLusong 500人,

PamankilOO人,Brambang80人,Moerabahan(Marabahan)50人,Sungey-benar40

人,Labuan-mas60人,TapinglOO人,Nagara(Negara)550人,BenoisAmpat90人,

KalyongCampong200人,Amonty(Amuntai)520人,Calona120人,Manapang120

人 (Appendixp.98)｡バンジャルの人口の大部分はイスラム教徒ではなく, ダヤク人である

(Appendixp.98)｡

(2) セレベス

セレベス島についても, ダルトンの1831年の旅行記が再掲されており, その中に人口に関

するきわめて断片的な情報が見出される｡最初にマカッサルに関する記述があるが,そこには

人口に関する言及はない｡次にMamoodjoo(Mamujo)に関する記事の中で,Mamoodjoo

の集落が少なくとも2,500家族を有しているという記述がある (p.75)｡ Mamoodjooには少

なくとも40人を上回るラジャがおり,それぞれ奥地に支配地をもっている (p.77)｡

(3) フィリピン

フィリピンについては,1820年にマニラで刊行された,1818年および19年の統計が抜粋さ

れている｡ 主な数値は以下のとおりである｡ フィリピンの全人口は2,249,852人で, このうち

1,376,422人がルソン島に住んでいる｡次いで住民が多いのはパナイ島の292,760人で,その外

にセブ島 108,426人,サマール島57,922人, レイテ島40,623人,ネグロス島35,444人, ミン

ダナオ島50,823人,マリアナ諸島5,349人などの人口が示されている｡ ヨーロッパ人の総数は

2,837人,有色人種 (Peopleofcolor)6,170人,華人6,201人であった｡1805年における原

住民人口は1,789,205人, 1815年には1,927,830人であった｡ また, 1818年の統計によると,

全人口に対する結婚数は1対93,出生数は1対27,死亡数は1対47であった｡ただしマニラ

の町では全人口に対する死亡数は1対27となっていた (p.79)0

ス-ルー諸島の人口については,付録に若干の記述がみられる｡∫.Huntは以下のことを記

している｡ Sul°(Sulu)諸島の人口は,多くのガゼッティアにおいて,60,000人と推定され

ているが,現在著しく増加中である｡ スルタンの帳簿からとった200,000人という記述は,過

大評価というよりは過小評価である｡ 首邑には3,500戸の住家があり, 6,000人のイスラム教
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徒と800人の華人が住んでいる｡それ以上の人口が数えられないのは,常に住民の半数以上が

商業航海,真珠や海鼠の採集,海燕の巣の採取などに出ているからである｡以上の記述に続い

て,首邑を含む62の集落の名とそれぞれの主要産物が挙げられ, これらのうち3つの集落を

除いて,小は60人,大は15,000人に至る各集落の人口概数が挙げられている｡ これらの合計

は149,370人である (実際に計算すると161,970人となり,この数と異なっている)｡この他に

東部の集落の名と人口は不明であり,これらを合わせると200,000人になる(Appendixp.42)｡

ス-ルーのスルタンから英国に割譲された最初の港 Kimanisには35,000人のイダン人

(Idan)が住んでいる (Appendixp.28)0

スールーの関連地域としてボルネオ東部の町や地方や島についての情報の中には,ごく一部

については人口数の記述をともなう場合がある｡それらは以下の通りである｡Kenibatangan

の町の人口は,30人のイスラム教徒と100人のイダン人 (Orangldan)から成り立っている

が, さらに上流に遡ると, イダン人の大きな村 (negri) が多くある｡ 膨大な人口がある｡

Sabahanには 1,000人のイスラム教徒と800人のイダン人および土着民 (cafirs)がいる｡

Tidongには2,000人のイスラム教徒と源流に至る上流部の数え切れぬ村に住むイダン人の膨

大な人口がある｡Kuranには3,000人のブギス人,500人のマレー人,10人の華人に加えて,

村むらに膨大な数のイダン人がいる｡Pinikund(Pinangar)には,1,000人のイスラム教徒,

200人のイダン人がいる｡Munkindraは,2,000人のイスラム薮徒および500人のイダン人を

有する (Appendixpp.55157).TawiTawi はスールー諸島で三番目に大きな島であるが,

800人のイスラム教徒が住む｡彼らの多くはDatuMulutMondorasaおよびDatuAdnanの

奴隷である｡

(4) ティモール島その他

ティモール島については,人口について何らの考えを示すことができないと書かれている｡

住民数は島の内部および南海岸に多いが, 北海岸には集落が少ない (Appendixp.8)｡ ロ

ティ島,サブ (Savu)島,ソロール (Solor)島については短い紹介があるものの人口数は示

されていない (Appendixpp.9-12)0

(5) バリ島

バ リ島は8つの国から成り立っているが,1830年の記事の冒頭にそれぞれの人口が示され

ている｡ (i)Baliling (Buleleng;Dambarana-Jembranaを含む) 60,000ないし80,000

人. (ii) Carang-Assam (Karangasem)Baliling とほ ぼ 同 じ｡ (塩) Kalong-Kong

(Klungkung)前二者よりも少ない｡(iv)Gianjer(Gianyar)さまざまな推定があるが,中

間的なものは約 10,000人｡(V)Badong約 100,000人.(vi)Bangli20,000ないし30,000人｡
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(vi)ManOei(Mengoewi)約 150,000人.(嘘)Tabanan200,000人｡かくして,バリ島の

全人口は約700,000人である (pp.85-86)0

(6) スマトラ島

ジャンビ (Jambie-∫ambi)は貧しいとるに足らぬ国である｡首邑のTanahpilehは,400

の人口を有し, その中にアラブ人50家族を含んでいる｡ 華人あるいはコロマンデル海岸人は

いない｡ インドラギリ (Indragiri)はジャンビよりもなお小さい｡ シアク (Siak)はスマト

ラ北岸で最大の国であるが, シアクの町は300戸に達 しない (pp.97-98)｡ ミナンカバウ地

域では首邑パガルユン (Pagaruyong)を中L､とする半径50マイルの人口は, 100万を下ら

ない (p.102)｡バタックに関しては,付録で,塩の消費量が莫大であるところから推測して,

人口の多さが指摘されているが,具体的な人口量は示されていない (Appendixp.1)0

(7) ジャワ島

ジャワ島の人口については,1825年の同島における反乱に関する一連の記事の中に,50,000

弱の住民を有し,同島での二番目の大きさの町スマラン (Samarang)が最悪の状態にあると

述べた個所が見出されるのみである (p.149)0

(8) マレー半島

マレー半島については1834年のNewboldによるものを含む数篇の記事が再掲され,若干

の個所で人口に関する言及がある｡ ケダー (Queda-Kedah)っいては, シャムの侵攻以前

には,105の教区に分けられて,40,000ないし50,000の人口を有していたとみなされる｡1820

年にこの国を訪ねたBeauliau提督の情報を信頼するならば,彼の来訪の7年前には人口は

60,000人であった｡その時流行 した疫病が全人口の3分の2にあたる40,000人の命を奪った

からである｡ ケダーの原住民はマレー人,サムサム人 (Samsams),シャム人,およびセマン

であるが,主に前二者から成り立っている｡サムサムはイスラムに改宗し,これらの二種類の

言語の混じったものを話すシャム人である (p.242)｡

ベラクは105のムキム (mukim)からなり, ケダーと同じくらいの人口を有するといわれ

る (p.243)｡ スランゴールは, マレー諸国の中で,資源,人口ともに最小であるが,近年で

は豊富な錫鉱のために注目されはじめた (p.243)｡ マラカは1822年のセンサスによれば,町

を含んで22,000人を下回る住民を有 している (p.244)0

内陸の小国ルンバウ (Rumbowe-Rembau)については,若干の記述はあるものの,人口

数の記載はない (p.244)｡ パ-ンの人口は50,000人を越えるといわれる｡ トレンガヌの人口

は,華人を含んで35,000人にのぼり,35のムキムに分かれている｡ クランタンはトレンガヌ
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よりも大きく, 人口もより多い｡ 50のムキムを含み, 人口は華人を除いて50,000人である｡

パ-ン, トレンガヌ,クランタンの三国では,15,000人の華人が採金の仕事に従事していると

いわれる(p.244-245)｡パタニはマレー半島で最大の国であり,最多の人口を有する(p.245)｡

当時既に英国の支配下にあったナニンに関しては,Newboldによる記事が掲載されている｡

1829年のセンサスによると,ナニンの人口は3,458人で, うち1,800人が武器をとることがで

きる｡家数は911戸である (p.249)｡この記事に続いて,同じ筆者による1834年のミナンカ

バウ系の9つの小国に関する2つの記事が掲載されている｡ 人口数が記載されているのは,吹

の2つのみである｡ジェルブ (Jellaboo-Jelebu)は7つのムキムに分かれており,人口は原

住民を除いて3,750人,また,スリムナンティの人口は8,000人と推定されている (p.260)0

巻末の付録には,現在のヌグリスンピラン州の小国やマレー半島の諸国に関するNewbold

などによる記述がかなりのページ数を割いて掲載されている｡人口に関する情報は次の通りで

ある｡

ルンバウの人口は,Kroh (Keroh)およびTampinを含んで約9,000人である｡ 主な地名

は,Bandar,Sempang (Simpang),Chembong,Kaling (Keling)およびBattuAmpar

(BatuHampar)である｡Chembongおよびその周辺には900戸の家屋があるといわれる

(Appendixp.62)｡Johole(Johol)の人口は2,000人と推定され, 3つのムキムに分かれて

いる (Appendixp.69)｡ベラクの人口は,原住民を除いて,おおよそ35,000人のマレー人,

および若干の華人, アラブ人,Chuliah人から成っている (p.72)｡ ムアル (Muar)の人口

は2,400人を越えない｡ これは面積に比して極端に少ないが, ジョホールのスルタンの失政と

無力により,小首長間の戦争が絶えず,農業や商業に従事する者の多くが土地を放棄したから

である (p.73)｡ スンガイウジョン (SungieUjong-SungaiUjung)の1832年の人口は,

主としてミナンカバウ系の3,200人のマレー人と,400人の華人から成り立っていたが,後者

の多 くは 1833年の暴動後,マラカに逃げてしまった｡1828年時点では錫鉱で働 く華人は

I,000人近くに上り, 9つの公司に分かれていた｡1828年のマレー人による虐殺後,1830年に

は400人がそこで再び働くようになっていたのである (p.78)0

マレー半島の東海岸および西海岸の諸国の人口は,その境界となる地名とともに列挙されて

いる｡それらは下記の通りである (p.87)0

ケダー (Quedah-Kedah) Trang川からKrian(Kerian)に至る｡人口25,000人｡

ベラク (Perak-Perak) KrianからRdnkdpに至る｡ 人口35,000人｡

スランゴール (Salang6re-Selangor) Rdnkdp (Rungkup)からLingie(Linggi)に

至る｡人口12,000人｡

マラカ (Malacca-Melaka) LingieからCassang (Kasang) に至る｡ 人口34,333人
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(1833-1834年)

ジョホール (Joh6re-Johor) Cassangか ら東海岸の Sidilly(Sedili)に至 る｡ 人口

25,000人｡

パ-ン (Pahang) SidillyからKemamang(Kemaman)に至る｡人口40,000人｡

クママン (Kemamang-Kemaman) 川に沿って1-2マイルに位置しており,海岸沿い

に領土はない｡人口1,000人｡

トレンガヌ (Tringanu-Trengganu) KemamangからBasut(Besut) に至る｡ 人口

30,000人｡

クランタン (CalAntan-Kelantan) BasutからBardnaに至る｡人口50,000人｡

パタニ (Patani-Patani) Bardnaから北緯 7020′に至る｡人口54,000人｡

ペナン (Pinang) 人口40,032人 (1833年)｡

プロビンス･ウェルズレイ (ProvinceWellesley) 人口49,553人 (1833年)｡

シンガポール 人口26,392人 (1834年)｡

(9) 東南アジア大陸部の諸国

ビルマ帝国 (Birmanempire)の面積は212,000平方マイル, コーチシナは93,000平方マ

イル, シャムは258,000平方マイル以上と推定されている｡人口に関しては誇張があったこと

が多く,サイムズ大佐 (ColonelSymes)は, ビルマ帝国の人口を1,700万人としたが,この

推定値は後に800万人まで減らされた｡近年ではさらに300万人まで引き下ろそうとする傾向

がある｡或るフランス人は1812年時点でコーチシナ帝国の人口を2,300万人と推定 したが,

これも過大評価であろう｡ シャムの人口の大まかな推定は5,000,000人をやや上回るが, 同じ

人口密度を有するならば, ビルマ帝国は4,000,000人余というところであろう｡ コーチシナに

ついては,人口密度はより高いと考えられている (1824年8月,pp.194-195)0

1825年の記事として次のことが再掲されている｡ シャムの首都バンコクの人口は, 150,000

人と伝えられているが,この数値は過大評価であろう｡これが城壁内の人口だとすれば実際の

4倍はど多すぎるし,城壁外人口を含むならば4分の 1くらいで少なすぎる｡また,バンコク

の人口の2分の 1は華人であるといわれる (pp.198-199)｡

上記に続くシャムに関する紹介記事に続いて,1833年に加筆されたシャムに関する記述が

あるが,その中には1828年のバンコク人口が示されている｡それは以下のとおりである｡
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1828年バンコク人口

華人 (納税者)

華人の子孫

コーチシナ人

カンボジア人

シャム人

ペグ一人

ラオ人 (新来者)

同 (古参者)

ビルマ人

タポイ人

マレー人

キリスト教徒

計

310,000

50,000

1,000

2,500

8,000

5,000
7,000

9,000

2,000

3,000

3,000

800

401,300

この表には18行にわたる脚注が付されており, 最初にその信頼できないことを述べ, 次い

で若干の補足を行なっている｡その中には次のようなことが含まれている｡華人の妻は,シャ

ム人,ペグ一人,マレー人,カンボジア人, ビルマ人であり,すべてシャム語を話す｡華人の

かなりが結婚しているとすれば,他の区分の人口は,ここに示されたよりも多くなる｡コーチ

シナ人は1,000人と記されているが,1834年に2,000人以上がバンコクに到着している｡僧の

数は,Hunter氏によれば20,000人とされるが, これは実際よりも多いと思われるので 15,000

人とし,他民族に属する部分として 1,000人を差し引くと14,000人がシャム人僧ということに

なる｡この数は在家のシャム人よりも少ないはずだが,仮に同数とすると,シャム人男子数は

28,000人となり,女子 と子供は60,000ないし70,000人に膨れあがるであろう. ペグー人は

5,000人と推定されているが,バンコクに居住するものは少なく,主として 15マイル下流の

Pack-late, および15ないし20マイル上流のSam kokおよび周辺の集落に住む｡ シャムに

おける彼らの総数は40,000人である｡ ビルマ人 (Burmans), タポイ人 (Tavoyers)は合わ

せて 1,000ないし1,200人, マレー人は8,000ないし10,000人である｡ ポル トガル人の子孫が

500ないし600人,キリスト教徒は約 12人である (p.208)0

1821年から22年にかけてのクローファー ドの使節団に関する紹介記事の中には,｢首都バ

ンコクだけでも10,000人に達すると言われる華人来住者｣(p.226)という記述がある｡

シャムの貿易を紹介 した 1823年のCalcuttaJournalの記事が再掲され,その中には,シャ

ムの人口が5,000,000ないし6,000,000人であることが述べられている (p.236)｡ カンボジア

の貿易を紹介 した同紙の同年の記事には,港の一つであるChantibunの人口30,000人が挙げ

られている (p.238)｡ またコーチシナの貿易に関する記事の中に,Faトfo(HaiHu)の華人

人口が6,000人,Kai-cheo(Cachao)のそれが60,000人と記されている (pp.239-240)0
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付録の最後に1825年末から1826年初にかけての南タイのリゴールからバンコクにかけての

旅行記が掲載され,途中の人口に関する情報が若干ながら記載されている｡まず,リゴールに

関して使節団がシンガポールでクローファードから得た情報によると, リゴールは城壁で囲ま

れた町であり,5,000人の住民を有するが,以前はもっと人口が多かった｡徴兵簿に記載され

た男子の数は,12,000人といわれている (Appendixp.110)0

BanClaiは主として華人からなる1,000人の人口を有し,その首長は華人である (Appen-

dixp.112)｡Phoop'hinは 1,200人のシャム人住民を有 している (Appendixp.114)0

Ch'haiya(Chaiya)の町は2,000人の住民を有するが,その若干は華人である｡Ch'haiya県

の住民は18,000人ないし19,000人であるという (Appendixp.114)0LangSewunの集落は

約600人の住民をもつ (Appendixp.115)｡Suwi(BanSawi) とよばれる大きな村は約

2,000人の住民をもっといわれる (Appendixp.115)0Ch'hoomphon(Chumphon)の住民

は,7,000人ないし8,000人にのぼると言われる｡ここでは華人を見なかった (Appendix

p.116)｡Pathiuには華人およびシャム人の住民200人がおり,主として漁業に従事している

(Appendixpp.116-117)｡

ⅩⅠⅠⅠ 評 価 と 結 論

本論で行った,〃Aに収録された東インド諸島を主とする人口情報を抄録する作業は, 2つ

の目的を有している｡ その1は,利用可能な資料を取りまとめること,その2は,当時のヨー

ロッパ人の東南アジアの人口記載にかかわる態度を評価することである｡前者は,具体的な数

値として既に本文中に示した｡同じ地域の同時期の人口推計においてら,かなりの変異があ

り,この時代の人口情報が,必ずしも信頼できるものではないことを示すものの,センサス以

前の貴重な数値が含まれ,利用価値が存在することを指摘しておきたい｡以下においては,級

者について簡述する｡

人口に関する情報が〟Aにこれだけ多く記載されていることは,19世紀中葉の海峡植民地

における英人達の人口に対する関心が並々ではなかったことを物語っている｡〟Aよりも後に

出版されたJoumaloftheStrm-tsBrlanChofltheRoyalAsiaticSocietyや,Joumalofthe

MalayanBranchoftheRoyalAsiaticSocietyなどの雑誌では,慣習や文化や地方史の記述に

より強い関心が示され,人口量の把捉に関しては明らかに記載量の減少が見られる｡これは,

植民地の行政的な整備に従って,この種の作業が民間人の手から政府へと移行するとともに,

これらの雑誌が取り上げる話題が自国の勢力圏内に限定されるようになったためであろう｡

Loganの時代には,彼に先行するMoor[1837]の記録を含めて,海峡植民地の英人たちが,

彼らを取り巻く比較的広い世界の一般情報を求めていたと言えるであろう｡ここで人口につい
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て求められた情報は,性 ･年齢構造などのいわゆる人口学的記載を含まない人口総数に関する

ものであった｡性 ･年齢構造など,人口学や統計学の記述内容にかかわることは,情報として

求められてはおらず,家数とか人口総数など総量に関する情報が求められ,記載されているの

である｡クローファードのジョクジャカルタ人口に関する記述 [Crawfurd1849]は,その中

の例外であり,それだけに貴重なものといえる｡

行政に直接関与しない立場にあるので,人口情報は,徴税目的とは無関係に,当該地域の住

民の力を表現するための-指標として収集されている｡人口情報の源は,マレー半島を中心と

しては英国人の記録に依拠しているが,東インド諸島に関しては,当然ながら英国人以外によ

るものが多く,とくにオランダ文献や旅行記などへの依存が著しい.PAはこの意味で,紹介

の役割を果たし,そこに含まれた情報の二次的な性格は避けられないものとなる｡

紹介された人口量に関して,今日の眼から判断して言えることは,土着人口の過少評価がし

ばしば出現することである｡過少評価は,政府のセンサス報告をそのまま引用した場合にも,

面積と人口密度などを手がかりに推計を行なった場合にも現われる｡重要なことは,それが当

時は過少とは考えられていなかったということである｡そのなかで,ジャワだけは例外的に政

府統計が過少であることが認められている｡人口記載における過少評価の出現は,土着の支配

者による伝統的な誇張された表現をヨーロッパ人が否定することと,ヨーロッパ人が自ら行

なったセンサス結果を無批判に受け入れることに負うところが大きい｡これに加えて,英人あ

るいはヨーロッパ人に,土着人口を過少に評価しようとする態度,あるいは土着勢力を過少に

見積もること-の願望があったことを否定する訳にはいかない｡このことはヨーロッパ人に

とっては,逆に自分たちの勢力を過大に表現することになり,キリスト教徒の数を過大に記し

たり,植民地への釆住者数を過大に見積もったり,植民地の人口増加傾向をゆるぎのないもの

と仮定する人口推計を行なったりしたのである｡

土着人口の過少評価が顕著なのは,とくに内陸部に関 してである｡たとえば,Logan

[1849]が推定したスマトラ人口 (表4参照)と1930年センサスの人口を若干の民族について

比較すると次のようになる｡ バタック人について, Loganは合計人口311,860人を提示して

いるが,1930年センサスにおける外島のバタック人人口は1,205,055人であった｡ ミナンカバ

ウ人については,Loganの示す数値の合計は,SapuloBuaBandar(海岸部居住者を含む)

を加えて,520,550人であるが,1930年センサスでは外島のミナンカバウ人は,合計 1,983,531

人となっている｡1849年の人口が年率 1%で増加したと仮定して,1930年の人口から逆進推

計を行うと,1849年のバタック人人口は533,897人, ミナンカバウ人人口は878,799人という

ことになり,Loganの数値をはるかに上回っている｡ 1%の増加率はこの時代の平均値とし

てはおそらく上限に属するものであって, 増加率がより低かったとすれば, Loganの時代の

人口はもっと多かったことになる｡ アチェ人については, Loganの示す450,000人が, 1930
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年には830,402人となっており, 1% の増加率を仮定 した逆進推計による1849年人口は,

367,908人で,Loganの人口は可能性の範囲内にある｡ランボン人についても92,900人が

181,073人に増加しており, これもまた可能性の域内に納まっている｡ これらに対して, エア

ス島を中心とする西部諸島の合計人口は, Loganによると294,900人であるが, 1930年セン

サス人口はより少ない220,315人であった｡

比較的小さい島々の人口は,それらの面積に比して相対的に多く,ときには微細に記録され

ている｡ヨーロッパ人との接触が現実に頻繁であったのはこれらの海岸部の住民であったこと

は言うまでもない｡ この限りでは, とくにLoganという人物を中心､に,知識がある場合には

正確に,推測による場合には過少にという結果が出現していると言える｡

内陸部の生活環境が不健康なものであるという考え方が,ヨーロッパ人にとって一種の信念

になっていたことにも注意すべきであろう｡ 現実には,例えばマラリア等の熱病をめぐって,

海岸の都市であるベンクーレンやバタビアが著しい死亡率を示 したことが知られているし,

〟Aの中にも腐敗した海草から発生する療気がマラリアの原因であることを立証しようとする

論考が連載されたりする [Little1848等]｡健康的な海岸地は一部に過ぎないという理解も当

時から存在していたはずである｡

すべてのヨーロッパ人報告者が人口を過少に伝えている訳ではない｡土地の事情に通じてい

ると見られる者が,掲載された報告人口の過少を指摘している場合もある｡しかし,過大であ

るとして否定された先行報告もあり,JIAの場合には,過少が選び採られることがより多かっ

たとみなしてもよい｡人口記述は客観性を求めながら行なわれていることは明らかである｡そ

れにもかかわらず,情報の不足が過少-の判断志向を強めている｡植民地化直前の時期におい

て,一種の政治地図として,過少人口分布が描かれたと表現しても言い過ぎにはなるまい｡

植民地支配の進行と共に,おそらく植民勢力側からの要求や課税の可能性をおそれて,土着

の支配者の側にかつての勢力誇示とは逆に,人口の過少報告の傾向が現われたと見られるふし

がある｡植民地支配が進行すると,土着人口の把捉の不十分さが意識されるようになる｡先に

述べたジャワ人口の例はこの場合に該当するであろう｡

過少を修正した場合,東南アジア島峡部における人口密度が高いものになるかというとそう

ではない｡ジャワ島とバリ島等を除く島峡部の人口密度の絶対的な低さは,それにもかかわら

ず保証され,このような全体的性格の否定を伴わない部分的修正から,東南アジア島峡部の現

実の構造の理解が始められねばならないのである｡

JIAよりも早い時期に刊行されたMoorの書物における人口記述が,JIAにおけるものより

も若干粗雑であり,気紛れであり,かつ網羅性を欠くことは否めない｡これらは,土地の産物

の紹介,政治および治安状況,貿易事情などの記述に付随して記載されることが多く,当時の

筆者および読者の関心が,主としてこのような一般情事馴こあったことを物語っている｡ 人口に
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関する情報がより詳細になるには,なお若干の年月を必要としたのである｡それにもかかわら

ず,本稿において整理したほどの人口記述が含まれていることは注目に値するものであり,当

時のヨーロッパ人が人口について抱いていたなみなみならぬ関心が窺われる｡これらの人口情

報は,やがて行政制度の整備に基づく人口調査の実施が行われるようになると,一般情報誌か

ら姿を消し,代わって民族誌ないし民俗誌的な叙述を内容とする定期刊行物が,情報誌の役割

を果たすようになるのである｡それは同時に植民地化との平行現象であったようにも思われ

る｡

Moorの書物や〟Aに記載された人口に関する吟味は,本稿では行なっていない｡このため

には少なくとも以下の注意が必要であろう｡ それは,人口とはなにかという見極めである｡

第一に,ある人口量をもつとして記載された地名の意味する範囲は,しばしば唆味である

し,また,政治的な勢力関係によって伸縮する｡たとえば島のような限定された地理的範囲を

意識的に限定して扱うのでない限り,それは現在ほとんど自然に受け入れられる特定範囲の人

口というよりは,勢力圏の人口として理解されなければならない｡

第二に,特定の人口として言及されたものの構成要素は何かということである｡一人前の男

子のみが人口として意識されている場合もあれば,男女の成人のみが人口と考えられている場

合もあるように見える｡戦士の数から子供を含む全人口を推定する場合に,人口構成に関する

知識の不足から,推定に間違いがあると思われる場合もある｡世帯の構成人員に関する扱いに

おいても同様の問題がある｡近代的な人口センサス以前の人口数は,それ自体で定義に関する

暖昧さを含んでいるのである｡

第三に,人口推定に関する態度の問題がある｡既に述べたように東南アジアの住民を意味付

けるときの態度が,人口数の過大評価あるいは過小評価を引き起こすのである｡

以上に述べたことを考慮に入れて,人口数の再構成を図ることは,ここに記載した事例から

は不可能であることは言うまでもない｡その道は遠く,かりにそれが実現しても,その意味は

必ずしも重大ではないかもしれない｡それがいたずらに微細な趣味的作業になることを避けな

がら,見通しをもった作業が進められねばならないのである｡
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